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現代の多様化する社会においては、町に潤いのある暮らしが求められるよう

になり、物質的な豊さよりも心のゆとりある生活が望まれるようになりました。

今日のような歴史ブームも、このような新しい時代のニーズに他なりません。

八尾市は大阪平野の東側に位置しており、古来より大和と大阪を結ぶ交通の

要所となっていました。それゆえに、市内の遺跡をみますと、古く旧石器時代

から近世に至るまでの人々の生活の痕跡を認めることができるとされています。

したがって本市では、社会教育部に文化財室を置き埋蔵文化財保護の為に資料

の整備に尽力してまいりました。その結果平成 3年度では、東郷遺跡や太田遺

跡で今まで知られていなかった寺院の存在が判明するなど、数多くの成果を得

ることができました。これらの調査の多くは開発事業に先立ち遺構の有無を確

認するために行われたものであります。このような貴重な文化財をいかに保存

・活用するかが新たな課題となっております。

また本年度は八尾市で文化財保護条例が施行の運びとなり、これからも積極

的に文化財行政に取り組んで参る所存であります。

最後になりましたが、これらの調査にあたり御協力と御理解を頂きました関

係各位に対して感謝申し上げる次第です。

平成 4年 3月

八尾市教育委員会

教育長 西谷信次
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1.本書は、平成 3年度に八尾市教育委員会が国庫補助事業として八尾市内各遺跡で実施した

遺構確認調査の報告書である。

2.発掘調査は八尾市教育委員会文化財室 (室長 田中弘)が主体となって実施した。

3.調査は八尾市教育委員会文化財室の米田敏幸、清斎、吉田野乃が担当し調査にあたった。

4.本書には、巻末に記載した調査一覧表のうち、特に成果のあった調査についてその概要を

収録した。

5.本書の作成にあたっては、消、吉田が執筆編集を行なった。

例

「
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1.久宝寺追跡 (90-566)の調査

調査地   久宝寺 4丁目8番31号

調査期間  平成 3年 2月 21日 、3月 3、 4日

1.調査概要

久宝寺遺跡は縄文時代晩期～近世にいたる複合遺跡である。そのうち特に、弥生時代後期か

ら古墳時代前期を中心として集落が発展することがこれまでの調査から判明している。集落以

外に多くの方形周溝墓や古墳が造営されており、大阪市文化財協会が実施した加美遺跡84-1

区の調査 (註 1)や大阪文化財センターによる久宝寺南遺跡の調査 (註 2)さ らにlMl八尾市文

化財調査研究会が平成 3年に実施した調査 (註 3)では、前方後方形の墳丘が検出されており

中河内の古墳発生についての研究をするうえで重要な地域となっている。また、遺跡のなかに

寺内町を包括していることも久宝寺遺跡の特徴となっている。

今回の調査は工場建築に伴うもので、 2月 21日 に 2.5m× 2.5mの調査区を設け地表下2.8

mま で掘削し、遺構及び包含層の確認を行った。その結果、古式上師器や弥生土器を含む暗灰

亜
当

―
甦

第 1図 調査地周辺図 (1/13000)
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既設建物

調査区

第 2図 調査区設定図  (1/60o)

色粘土層が地表下 2.3m前後にあり、約 0.4mの厚さで堆積していることがわかった。この調

査をもとに申請者と協議を行ったが、建物の面積や掘削深度から生じる危険性により上層断面

の観察を中心とした調査をすることになった。

その方法は3 m X14mの トレンチを設定して、地表下約 3mま で掘削を行い遺物包含層の拡

がりとその時期幅の確認をするものであった。事業計画地の面積が狭く、周囲に既設の建築物

があるため14mの トレンチを 2等分し、 2日 に分けて調査を実施した。しかし、掘削深度が深

いためトレンチが崩れ、中央部分の土層を観察、記録することはできなかった。

トレンチは調査地の東西方向に設定し、西側から掘削を開始した。土層断面を観察してみる

と旧耕作土はGL-1.lmでみられるが、それ以下では南壁と北壁では3mの幅しかないが層

序に違いがみられる。

遺構は南壁で約TP+7mの 暗緑灰色粘砂層を切り込む土坑がみられた。土坑は幅約 0.8m、

深さ0.2mで、本製の板が埋められている。時期は近世と思われる。北壁では約TP+6.8m

の褐灰色砂質土層を切り込むピットを確認した。ピットは幅約 0.2m、 深さ0.25mで淡緑灰色

粘砂を埋土とする。時期はやはり近世以降であろう。TP+6.6mで褐色微砂～淡灰色細砂層

があるが、この層は東狽1の上層断面で見られず、 トレンチ中央付近で行った 1次調査では西に

落ち込む肩部を確認しており、流路の一部と考えられる。

東佃1では西側とは違って、TP+7mか ら 0.5mにわたって灰褐色粘砂 。褐色砂質土が堆積

している。この褐色砂質土は明褐色粘土の落ち込みの部分にあたる。遺構は南壁でTP+6.9

mの淡褐色砂質土を切り込むピットが1基とその下部層である褐色砂質土上で杭跡のような小

穴がみられる。時期は不明であるが、褐色砂質土より土師器の小片が出土している。

そして、このトレンチ中最も遺物が多く出上してのはTP+6.2mにある暗灰色粘土層であ

る。遺物は弥生後期末を中心として出上している。

-2-
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2.出土遺物

1か ら7までは 1次調査で出上した遺物である。 3は黒色土器B類で、高台は断面は鈍い三

角形を呈し底径 7 cmを測る。 6.7は弥生時代後期末の甕底部で、ともに底径 4.5cmを測る。

8から36は 2次調査で出上した遺物であるが、明褐色粘上層出上の 8と 9を除いては暗灰色

粘土層からの出土したものである。 9は黒色土器B類で、日径16.6clllを 測り内面はヨヨナデを

施している。13は ミニチュアの壺である。現高 4セ ンチ、底径 3.4cmを測り、外面にヘラミガ

キを施している。器形は胴部最大径が下がっており、中期の特徴を備えている。甕底部は突出

しないものが多くみられ、31は粘上の巻き上げ法が良くわかる例である。34は鉢と思われるが、

外面と底部にハケメ調整を施し、内面にヘラケズリを行っている。

3.ま とめ

今回の調査は諸々の条件により地層の観察のみにとどまったが、弥生後期を中′とヽとする良好

な包含層の存在が確認できた。おそらく久宝寺遺跡ではいまのところ最も東部分で確認された

ものであると思われる。今後周辺での調査によりさらに東に拡がる可能性もあり、期待される

のである。 (漕 )

参考文献

(註 1)側大阪文化財センター『久宝寺南―久宝寺 。加美の調査―』 (その他 2)昭和62年

(註 2)田中清美「大阪府大阪市加美遺跡の調査―弥生時代中期後半の大型墳丘墓を中心とし

て」『日本考古学年報』37 昭和59年

(註 3)成海佳子「久宝寺遺跡の調査概要」『大阪府下埋蔵文化財研究会 (第25回 )資料』

1992.1.19
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2.｀ 恩智遺跡 (90-558)の 調査

調査地   恩智中町 1丁目81

調査期間  平成 3年 2月 22日

1.調査概要

本調査は共同住宅建設に伴う遺構確認調査である。施工予定地の南に第 1調査区、北側に第

2調査区、中央に第 3調査区それぞれ設定した。第 1調査区では地表下0、8m～ 1、3m(TP

10、 7m～ H、2m)で黄灰白色珂ヽ礫混砂層を、さらにこの下の地表下1、3m～ 1、8mで弥生時代

中期の上器を含む暗灰色砂質土層、暗灰色砂質シルト層を確認した。第 2調査区では地表下

0、8m～ 2、 Om、 (T R10、 Om～ H、 2m)で同様の黄灰白色小礫混砂層を確認した。この層は

中央の第 3調査区では地表下 1、 lm～ 2、 Om、 (T P10、Om～ 10、 9m)で確認した。この層は

須恵器、弥生土器を多く含み、古墳時代後期を下限とすると思われる自然流路の埋上である。

ここからは土師器片、弥生土器片、須恵器甕片、壺片、杯蓋片が出土している。

6は第 2調査区の黄灰白色砂層から出上した広口重の回縁部片である。日縁端部を下方に拡張

し簾状文を施す。 5は土師器の鉢の小片である。 6は甕である。外面に縦方向のミガキを施

第 5図 調査地周辺図 (1/13000)

-6-
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「
第 6図 調査区設定図 (1/800)

第 1調査区

ており、黒斑がある。第 1調査区で確認し

灰色砂質土層、暗灰色砂質シルト層からは

弥生時代中期を中心とする上器が出土して

いる。 1は広口壺である。口縁端部を拡張

し、波状文の間に貝殻文を施す。口縁下端

に刻み目を施す。 2も 4と 同様の広口壺で

ある。

日縁下端に刻み目を施す。 3は広口三の頸

部から腹部にかけての破片である。全体に

磨滅が著しいが、外面に簾状文を施す。

第 3調査区第 2調査区

1  8  __当

1  5 1
＼

＼  |
＼L___上 __打

1.表土
2.茶灰色砂層
3.黒茶灰色粘土
4.黄灰白色珂ヽ礫混砂層
5。 灰白色砂層

6.黄灰白色砂層

::層優E歌置すルト )弥
生時代包含層

9.暗緑灰色砂質シルト

古墳時代流路

第 7図 各調査区基本層序模式図 (1/40)

第 3調査区
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第 1調査区
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第 8図 出土遣物実測図 (1/4)

2.ま とめ

以上から本調査地周辺では弥生時代中期の包含層が良好に遺存しており、これをきりこむ比

較的大きな自然流路が古墳時代後期頃までに流れていたものと思われる。当調査地の南側の恩

智中町 1丁目77の調査では弥生時代～古墳時代の包含層と弥生時代の遺構面が確認されており

弥生時代中期の上器棺が出上している。またこの東側では恩智川の河川改修に伴う調査が行な
(誌 2)

われており、弥生時代から古墳時代中期にいたる遺構、遺物が確認されている。

また調査地の北東、恩智川の東岸にあたる恩智中町 2丁 目324、 323で はT P10、 3m～ 10、 7m

で弥生時代に埋もれたものと思われる自然流路を確認している。この自然流路と今回検出した

それが同一のものかどうかは不明であるが、同一のものとすると、弥生時代から古墳時代にか

けて、恩智中町 1丁目から2丁目付近に南西から北東付近に、流れていた自然流路の存在した

可能性が指摘できる。

(注 1)八 尾市教育委員会

(注 2)瓜 生堂遺跡調査会

(注 3) 八尾市教育委員会

(吉田)

『八尾市内遺跡昭和59年度発掘調査報告書』

『恩智遺跡 I・ Ⅱ』1980

『八尾市内遺跡平成 2年度発掘調査報告書』

-8-



調査地

調査期間

3.久宝寺遺跡 (90-467)の 調査

西久宝寺 6番 1の一部

平成 3年 2月 26日、 3月 7、 8、 12～ 14日

1.調査概要

久宝寺遺跡は、旧大和川の主流である長瀬川の左岸に立地している。その範囲は南北1.5枚m

にも及んでおり、八尾市域だけでなく東大阪市や大阪市にも拡がっている。そのため西に接し

ている大阪市側では加美遺跡として調査されている。

遺跡発見の契機となったのは、昭和10年 (1935)に 許麻神社の裏、小字「西日」・ 「栗

林」で行われた道路工事中に弥生式上器や須恵器、土師器及び奢1船の一部が出土したことによ

る。昭和48年以降に大阪府教育委員会、八尾市教育委員会、lMl八尾市文化財調査研究会によっ

て調査が行われ、その結果久宝寺遺跡は縄文時代晩期の遣物包含層を有し、弥生時代前期から

近世にいたる複合遺跡であることが判明した。

今回の調査は共同住宅建設に伴い遺構・遺物の有無を確認するために行ったものである。調

上艤 f74r7積丸町本
第 9図 調査地周辺図 (1/13000)

-9-



査地は東大阪市との境界付近に位置している。一次調査は2m× 2

mの調査区を 1カ所と1.35m Xl.35mの既設の掘削孔の断面観察を

中心に行った。調査区は既設建物の基礎構造物によりかなりの攪舌L

を受けていた。しかし、 2ケ所ともGL-1.2m前後の明褐色砂質

土層中より古墳時代中期から後期に比定できる遺物が出上した。

この調査をもとに申請者と協議を行ったが、既設建物の基礎構造

物の攪乱により、調査区の設定に際してかなり限定されることとな

った。その結果、22m× 2mの トレンチを事業計画地に 1ケ所設け

包含層の広がりと時期幅の確認を目的として調査を実施することに

したとけれども、撹乱を除去するために掘削を深めにしたために遺

物の多くは上げ土からの採取となり、調査はGL-1.8mでの遺構

検出と断面観察を主体に行うことになった。

平面で検出した遺構は炉状遺構 (SF-01)、 溝 3条 (SD-01

02、 03)、 落ち込み状遺構 (SX-01)で ある。

SF-01は南東隅で検出されたため、大部分が調査区外に至るた

め全容は不明である。現状で幅0.56m、 深さ0.25mを 図る。埋土は

3層に分けることができ、上層から淡褐色粘土、暗青灰色粘土、黒

褐色粘質土 (炭化物を含む)である。遺物は暗青灰色粘上、黒褐色

粘質土で出土している。第14図 7、 8、 9、 21の他に高杯裾部 3点

製塩土器片、重胴部片 3点が出土しており、古墳時代中期の遺構と

みられる。

SD-01は東西に伸びる溝で、最大幅1.5m、 深さ0.17mを測り

暗灰色粘土を埋土とする。遺物は出土していない。

SD-02も東西に伸びる溝で、最大幅1.Om、 深さ0.13mを測り

暗灰色粘上を埋土とする。遺物は第14図 10のほかに須恵器蓋郭片、

土師器小片が出土しており、古墳時代中期の溝と考えられる。

SD-03は調査区の最も南で検出した。最大幅2.Om、 深さ0.1

mを測る。遺物は出上していない。埋土は淡灰褐色粘質シル トであ

る。

SX-01は SD-03の北隣に位置する溝状の遺構で、東西に伸び

第 10図 調査区平面図 (1/126)

一- 10 -―
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雛畜保色建互1暇浅豊摺ヒ微砂
⑭灰褐色粘砂  B淡灰白色粘質シルト

〔SK-01〕
H暗灰褐色粘砂 (炭混)

(SK-03'
1暗灰茶褐色粘砂 (檻性強)

J暗茶褐色砂質土

lS X-O IJ
K淡灰色シルト

L褐色粗砂

⑤淡褐灰色徴砂 (り灰色細砂～淡円灰色ンルト⑩灰色粘質土  c黄 褐色砂質土
D淡灰色粘土

E晴青灰色粘土

:::|〕
3暗灰色粘土

F黒褐色粘質上 (炭化物多い)

第 11図 西壁断面図

ている。ベースとなるのは暗灰色微砂シル トで、埋土は淡灰色粗砂と褐色粗砂で南側は急に落

ち込んでおり、北狽1は緩やかに落ち込んでいる。遺物は出土していない。

以上が平面で検出できた遺構である。次に壁面でみられた遺構について述べる。東壁では土

坑を 2基、西壁では土坑 1基、ピット4基を確認している。ただ前述したように攪乱がひどく

全体にGL-1.2mま で削平されており、しかも除去された基礎構造物により2.5m前後の欠

損が数力所あり、層位の把握は困難なものとなっている。

東壁SK-01は淡灰褐色砂質土から切り込んでいる暗灰褐色粘砂 (炭混)を埋土とする。現

存幅0.8m、 深さ0.35mを測る。遺物は第 4図 12、 13、 14の他に布留式新相を示す甕片、製塩

土器片等が出上している。

東壁SK-02は攪乱により全容は不明である。埋土は暗灰茶褐色粘砂と暗茶褐色砂質上の 2

層から成っている。遺物は布留式新相の甕片が 1点出土している。

西壁SK-03は SD-02の上方付近に位置している。幅0.4m、 深さ0.25mを測る。埋土は

茶褐色粘砂 (炭混)で、第13図 4、 第14図 11の他に韓式上器、甕、製塩土器片等が出上してい

る。遺構の切り込み面は東壁の上坑より2層下がっているようである。

西壁SP-01、 02は SD-01の上方に位置しており、隣りあっている。両ピット内より上師

器の小片が出土している。層位的にはSK-01、 02と 同じである。幅0.3m、 深さ0.18m

一- 11 -―



西壁SP-03は SD-02の上方南にあり、幅0.27m、 深さ0.16

mを測る。西壁 SP-01、 02よ り1層下がっている。

西壁SP-04は SX-01の上方に位置し、幅0.4m、 深さ0.28

mで、埋土は灰褐色粘砂 (炭混)である。レベルでは西壁 SP―

03と 同レベルにある。遺物は出上していない。

2.出土遺物

本調査のLB L遺物はほぼ 6世糸己前期から中期に位置付けられ得 担型
mが

≡豊菫
g/_

る。 1、 19は高杯形器台である。 1は 2条の波状文 (7本、 7本   ① 淡灰色粘土
② 哺青灰色粘土

)を巡らせ、稜によって界した後にタタキを施している。19は 2   ③ 黒灰色粘質上 (炭イ肋を含む)

本の凸線によって 3区画に分け、 2条 (12本、10本 )、 2条 (12 第12図SF 01実測図(1/40)

本、10本)、 1条 (12本)の波状文を施し、その下に箆描沈線による鋸歯文を上下に組み合わ

せている。19は関川氏による分類 (註 1)では正b類に属し、八尾南遺跡で同様の器台が出土

している。 (註 2)こ の19を含めて16、 17、 18が明褐色砂質土より出上している。またSF―

01出上の 9は器台の裾部と思われる。また、今回図化しなかったが蓋形埴輪の一部と思われる

破片なども出上しており、周辺に古墳があった可能性も考えられる。

3。 まとめ

本調査は、担当者にとっては悔いの残る事情が重なるものとなった。このような状況のなか

で古墳時代中期の遺構 。遺物が確認できたのは幸いである。 トレンチの大きさと出土遺物の量
の比率から調査地近辺に集落があったのは確実だと思われる。 (済 )

(註 1)関川尚功「奈良県下出上の初期須恵器」『考古学論孜 第10冊』1985

(註 2)lMl八尾市文化財調査研究会『八尾市埋蔵文化財発掘調査概要 昭和59年度』1985

第13図 出土遺物実測図
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第14図 出土遺物実測図 (1/4)
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4.成法寺遺跡 (90-356)の調査

調査地   南本町一丁目27他 6筆

調査期間  平成 3年 3月 15日、 4月 1日～ 4月 6日

1.調査経過

本調査は店舗付共同住宅建設に伴う遺構確認調査である。 3月 15日 に第 1次調査としてグリ

ット調査を行い、 4月 1日 から6日 までに第 2次調査として建物中心部分を対象とするトレン

チ調査を行なった。

第 1次調査では施工予定地の東側に第 1調査区を、西側に第 2調査区をそれぞれ 3m四方で

設定し、重機と人力を併用して掘削を行なった。ここでは近世の包含層のみしか確認すること

ができなかったためグリットの間に幅 lmの トレンチを設定して断面等の観察を行なったが、

明確な遺構を確認することができなかったので、さらに調査区を拡張して建物の中心部分に 5

m× 30mの トレンチを設定し、調査を行なうこととなった。

2.第 1次調査

第 1調査区では地表下 0.5m、 T P8.Omの灰白色砂層上面で井戸状遺構を確認した。

山
本

④

(1/13000)
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第16図 調査区設定図 (1/1600)

これは最大径 1.8m、 最大幅 lm、 深さ 0.9mを測り、暗灰色粘上を埋土とする。埋上には有

機物が含まれていたが、遺物は確認できなかった。この井戸状遺構のベース面となっている灰

白色砂層は中間 トレンチ断面では確認されておらず、暗灰色粘土層をベースとする自然流路状

遺構と思われる。第 2調査区では重機と人力を併用して地表2.lmま で堀削したところ、地表

下 0.5m～ 0.8mで近世陶磁器等を含む淡灰褐色砂質土層、灰色粘質シル ト層を地表下 0.8m

～1.02mで土師器片を含む灰褐色砂層を確認した。この下は地表下 2.lmまで上から順に茶灰

色粘土、暗灰色粘上、灰白色砂層が堆積するが遺物は全く出土しなかった。更にグリット間に

東西方向の幅 lmの トレンチを設定し土層断面等の確認を行なったところ、第 2グ リットで確

認した近世包含層に対応する層とこの下に堆積する暗灰色粘土、灰白色砂層を確認した。ここ

でも遺構・遺物は全く出上しなかった。

―- 15 -―



第 1-調査区  中間トレンチ西端  中間トレンチ中央 中間トレンチ車側  第 2調査区
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5.淡灰褐色砂質上
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7.1淡黄灰褐色シルト

8.淡茶褐色粘土
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第17図 調査区土層断面柱状図 (1/40)
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2.第 2次調査

(1)基本層序

調査区ではそのやや西よりに南北方向の段があり、水田面の西側が東側より約0。 4m高 くな

っている。段はトレンチのほぼ中央部分にあたっている。段の西側の土層の基本層序は上から

第 1層、耕作土、第 2層、灰色砂質土層、第 3層、淡灰黄色粘砂層、第 4層、灰黄色粘土層、

第 5層、灰褐色砂質土、第 6層、灰黄色粘質土層、第 7層、灰褐色シル ト質粘砂層、第 8層、

淡灰褐色シル ト層の1隈とこなる。このうち第 6層から第 8層は近世の包含層であり、第 7層、第

8層の上面は遺構検出面である。段の東側では耕作上のすぐ下のT P8.3mか ら8.5mで第 7

層に対応する淡黄灰褐色粘質シルト層、第 8層に対応する淡灰黄褐色シルト層を確認した。

(2)検出遺構

第 6層と第 7層の上面で遺構を検出した。以下それぞれを第 1遺構面、第 2遺構面として記

述する。第 1遺構面では溝 3条 (SD01～ SD03)、 土坑 10基 (SK02～ SKll)、

ピット8基 (SP01～ SP08)、 自然流路 3条 (SR01～ SR03)、 井戸 1基 (SE

01)、 不明遺構 1基 (SX01)を 検出した。溝、自然流路はすべて南北方向のものばかり

である。このうちSR01は トレンチの中央部分、現地形での段状部分に位置している。東肩

を掘りこみによって削平されている。SD04は SR01の 上面に形成された遣構であり、東

肩を中心に削平を受けている。最大幅1.35m、 深さ0.35mを測る。埋土は暗灰色シルト混粘土

層である。SR01、 SD04の 東側では流路、溝の他、土坑・ ピットを集中して検出してい

る。SD01は 段状部分のすぐ東で検出した南北方向の溝である。幅1.Om、 深さ 0.3mを測

る。このうちSK09、 SK10は 比較的大きな土坑である。SK09は 最大径 1.7m、 深さ

0,33mを測る。埋土は灰色粘砂層で上層は有機物を多く含み、下層は少ない。埋土から唐津焼、

京焼、桟瓦、木製下駄等が出土している。SK10は 最大径 2.5m、 深さ0.17mを測る。埋土

は褐色斑炭混灰色粘土層である。底面で漆器椀が底部を下にして出上した。これらの上坑はS

R02を きってつくられている。SR01の 西側でも溝、土坑、井戸等を検出している。この

うちSE01は 平面不整円形の井戸である。深さは最も深い部分で0.8mを測る。深さ0.4m

まではすり鉢状にこれ以下は垂直に近く掘りこむ。底に曲物を置く。曲物は残存高0.08mを 測

る。埋土はすり鉢】犬部分では暗灰褐色粘質土層、これより下は暗灰色粘土層である。近世陶磁

器、桟瓦などが出土している。SD02は SE01の すぐ東の南】ヒ方向の溝で、幅0.6m、 深

さ0.15mを測る。灰褐色粘砂層を埋土とする。土師器、瓦器片、近世陶磁器等が出土している。

―- 18 -―
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(3)出土遺物

調査地では近世陶磁器を中心にコンテナ

1箱分の遺物が出上した。中世の上器は混

入した状態で瓦器片などが検出されたが、

わずかであった。 1は SD02出 上した土

錘である。SD02は 前述したように、こ

の他に唐津焼、京焼などの近世陶磁器片、

桟瓦片等が出上している。 2～ 6は SD0

4から出土した。 4は土師質土器である。

2は SD04か ら出上した染め付けの椀、

― oP+9.Om

1 暗灰褐色格質土
2,暗灰色粘土

0       1m 5は 唐津焼の皿と思われる。 6は土師質系

の上器で火鉢かと思われる。 7、 10は SK

02から出上した陶磁器である。 8は SK

第19図  S E01平 断面図(1/40) 05から出上した土師質系土器の火鉢、 9は

瓦質の羽釜である。10～ 15は SK09か ら出上した陶磁器である。13は外面は淡緑色に発色し、

いわゆる青磁染め付けといわれるものである。16は硬い焼きの上師質の上器に透明釉のかかる

もので、口縁に炭化物が付着し、灯明皿として使われたものかとも思われる。17、 18は SKl

Oか ら出上した染め付けを施す椀である。 19、 20は SX01か ら出上したもので、19は土師質

系の深鉢、20は瓦質の鉢かと思われる。21は淡灰褐色粘砂層から出上した東播系の須恵器の鉢

である。21は第 1次調査の西調査区の淡灰褐色粘砂層から出上したものである。

(4)ま とめ

本調査では近世の遺構面を 2面検出した。特に第 1面では集落の一部と思われる遺構が密度

の高い状態で出上した。また、第 2次調査区の中央の現地形の南北方向の段状部分の直下では

自然流路SR01の 埋上をきりこんでSD04が つくられており、近世段階に当初、自然流路

によって画されていたところに、溝を造ってなんらかの境界とした可能性があり、現地形の段

状地形の造成の意図とも関わるものかもしれない。一方、東側の隣接地では大阪府教育委員会

の調査により、古墳時代の円形周溝墓が検出されており、付近の調査でも弥生時代から中世に

いたる遺構、遺物を確認しているにも関わらず、本調査では包含層を全く確認できなかった。

第 1次調査では地表下2.Omま で、第 2次調査でも地表下 2.5m前後まで下層確認を行ったが、

有機物を含む暗灰色粘土層とシル ト、あるいは粗砂層の堆積を認めたに留まった。本調査地で

は近世段階と思われる自然流路を多く確認しており、これ以前の遺構・包含層はこれによる削

平を受けている可能性も考えられる。

―- 19 -一
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調査地

調査期間

5.弓削遺跡 (90-553)の調査

志紀町南 4丁目41-1,41-2,43,44,46

平成 3年 3月 22日、 5月 8～ 10日

1.調査概要

弓削遺跡は、旧大和川の長瀬川と玉串川が分岐する二俣地区の長瀬ナ|1左岸の自然堤防上に位

置している。本遺跡はその名称からわかるように弓削連が支配していた地域であるといわれて

おり、また奈良時代末期の弓削道鏡はこの地の出身と考えられている。

遺跡周辺ではこれまで当教育委員会とω八尾市文化財調査研究会によって幾度かの調査が行

われているが、昭和59年度に実施された調査では弥生時代中期から後期にかけての井戸・土坑

・溝等の遺構や古墳時代と奈良時代の井戸・溝等を検出しており、多量の弥生時代の上器と共

に墨書人面上器も出上している。 (註 1)ま た、本調査地から南へ約 300mの柏原市の本郷遺

跡においても弥生時代後期の方形周溝墓 。大溝、古墳時代の住居址・井戸等とともに小銅鐸も

出上している。 (註 2)このような調査から弓削遺跡は弥生時代から歴史時代にいたる複合遺

第21図 調査地周辺図 (1/13000)

―- 21 -―
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第22図 調査区設定図 (1/800)

跡であることが判明している。

今回の調査は工場建設に伴うもので、先ず 2ヶ所の調査区 (第 7・ 8区)を設定し、断面観

察を実施した。その結果、第 8区で遺構 。遺物は検出できなかったが、第 7区では地表下1.65

mの暗灰色粘土とその下部層の暗灰色砂混粘土から須恵器や土師器片が出上した。さらに、遺

物の出上した第 7区を中心とした事業計画地の南側に6ヶ所の調査区 (第 1～ 6区)設け調査

に入った。

第 1区―約 0,6mの盛土、 0.6mの砂層が堆積しており、さらに約 0。 2mの灰褐色粘砂の下

は約 lmにわたつて微砂層～細砂層が堆積している。遺構・遺物ともにみられなかった。

第 2区―第 1区とほぼ同様の地層の堆積を示しており、やはり遺構
。遺物ともにみることが

できなかった。

第 3区―地表下 1.2m前後までは第 1・ 2区とかわらないが、それ以下では粘土層が堆積し

ており、⑬暗灰色粘土層・⑭淡緑灰色粘質シルトから遺物が出上している。遺物は古墳時時代

前期の甕、重等が出上しており、時期的に隣に設けた第 7区との関連が想定できる。

第 4区一遺物はほとんど出土していないが、今回の調査区のなかで最も変化に富む地層の堆

積を示している。地表下約 0.9mか ら 1.2mでは中世、近世の鋤溝を検出した。また調査区の

―… 22 -―
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南東隅では河川に浸食されたと思われる砂層の堆積が17層から切り込まれていた。

第 5区一本調査では最も多くの遺物が出土した。遺物は②暗緑灰色粘土層から集中して出土

しており、断面では確認できなかったが住居あるいは溝などの遺構の中心を堀り下げた可能性

も考えられる。遺物は今回のどの調査区でも確認していない弥生時代終末期の壼・甕・鉢・高

杯が完形で出土している。

第 6区―第 5区の西側に設定したが、遺物は殆ど出土しなかったが、地表下 2.Omで西への

落ち込みを確認した。

2。 まとめ

本調査では東狽1で旧大和川に関連すると思われる砂層の堆積を確認することができた。これ

は調査地の】ヒ及び東側周辺の調査でみられている。また、 5区で出土した弥生時代終末期の遺

物は前述した本郷遺跡でも出土しており、遺構の拡がりを考える資料となろう。   (清 )

①旧耕土②黄褐色細砂～シル ト③灰褐色粘砂④灰白色微砂～微砂シル ト⑤暗オリーブ灰色粘砂

⑥暗灰色小礫混粘砂⑦灰白色～黄灰色細砂③暗青灰色砂質粘土⑨淡青灰色粘砂⑩淡黄褐色粘砂

①灰黒色粘土⑫明灰色粘土⑬暗灰色粘土⑭淡緑灰色粘質シルト⑮暗褐色粘砂⑩淡青灰色粘質土

⑫灰色粘砂⑬暗灰色砂混粘土⑩灰色シルト⑩灰黒色粘砂⑪褐灰色粗砂②暗緑灰色粘土⑬暗青緑

灰色砂質土②淡灰褐色砂混粘砂⑮淡灰色粘砂④灰色粗砂⑫灰色粘土

参考文献

(註 1)lMl八尾市文化財調査研究会『昭和59年度事業概要報告』1985

(註 2)柏原市教育委員会「本郷遺跡 (91-1次調査)現地説明会資料」1991,7.20
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第24図 第 3調査区出土遺物実測図 (1/4)
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第23図 第 5調査区出土土器実測図 (1/4)
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90-533

遺 物 観 察 表

番号 器種 部 位

法 熟 耐
1調 整 の 特 徴

径   現高 |
胎 土 色  調 焼成 備   考

1 霊 口 縁 部
外面 ヨヨナデ

内面 ヨコナデ

やや粗
角閃石、金雲母
チャート

黒 灰 色 良好

2 霊 国 縁  部 150
外面 ヨコナデ

内面 ヨコナデ

良好、
長石
金雲母、チャート

淡 灰 色 良好

3 甕 口 縁  部
外面 ヨヨナデ

内面 ヨヨナデ、ヘラケズリ

糧
　
石

や
母
閃

や
雲
角

淡茶褐色 良好

4 饗 口 縁 部
外面 ヨコナデ

内面 ヨコナデ、ヘラケズリ

粗

　

ヽ

や
母
石

や
雲
長 角閃石

淡 灰 色 良好

5 口 縁 部
外面 ヨコナデ

内面 ヨヨナデ

やや粗
雲母
長石、角閃石(0 1mm)

暗茶灰色 良好

6 一霊 口 縁 部
外面 簾状文

内面 ナデ

やや粗

長石、角閃石、雲母(lmm)
暗茶灰色 良好

7 口 縁 部 11

デ
　
　
デ

ナ

　

ナ

面

　

面

外

　

内

良好

石英、長石(0 1mm)
暗 茶 色 良好

口縁上部に

竹管文

高邪 柱 状 部
面
　
面

外
　
内

イタナデ

シボリロ

やや粗
長石、石英、
角閃石、金雲母

燈 褐 色 良好

器 台 口 縁  部
外面 ヨコナデ

内面 ヨコナデ
精良 淡橙灰色 良好

鉢 口 縁  部 110 31
外面 剰離のため不明

内面    〃

やや粗
雲母(lmm)
長石、石英

灰 白 色 良好

11 士霊 口 縁 部
面
　
面

外
　
内

ヨコナデ

ヨコナデ

やや粗
角閃石(1～3 mm含む)
金雲母、長石、石英

橙 褐 色 良好
端部に

キザミメ

士質 書え 型 155
外面 ヘラミガキ

内面 イタナデ

やや粗
長石、(1～ 4 mm)、 石英
チャート、角閃石

淡橙褐色 良好 頸部に渡状文

士霊 口 縁  部 172
外面  ヘ ラ ミガキ

内面  ヨヨナデ

粗
　
母

や
石
曇

や
長
金

石英
持―卜(1～3 mln)

淡黄褐色 良好

士霊 口 縁 部
外面 ヨヨナデ

内面 ヨコナデ

やや粗、
長石(3mm)
角閃石、石英、チャート

淡褐灰色 良好

15 日 縁 部
タト面 ナデ、ヘラミガキ

内面 ナデ

やや粗、

長石

石英、金雲母、チ■卜(lmm)

橙 茶 色 良好

口 縁  部 75
外面 割離のため不明

内面    〃

やや粗

長石、石英、チャート
淡灰白色 良 好

1 霊 型

径

　

８

日

　

１５

径

　

９

底

　

３

22 9
外面タタキω■5m l畳暑子石英
内面 ハケメ         1金 雲母(0～ l mm)

橙   色 良好

奎 一え 型

径

　

硝

ロ

　

ー３

底径 1laTi短 タタキ Ci8 ⑪  l貿 薯協め 、駆 、角閃石
38   1内 面 ナデ          金雲母(1～ 3 mm)

橙 掲 色 良好

甕 1完   型
径
　
η

回

　

１２

底径 l  iタト面 タタキ

3811831内 面 ナデ、

(4′
イ18

ハケメ

やや糧
金雲母(lmm)
長石、石英

淡灰白色 1良好

―- 27 -―



番 号 器種 部 位

法 量 (cll)

径   現高
調 整 の 特 徴 胎 土  1邑  調 焼 成 備  考

甕

□ 縁 部

体   部

外面 タタキ (5ァイ2.l cn)

内面 ハケメ

やや粗
長石、
チャー

母
，
雲

画

金
３
Ｌ
英
Ｑ
石
ト

淡灰褐色 良好

甕 を死 型

口径

118

底径

34

外面 タタキ (4/2.2 cll)

内面 イタナデ

やや粗
長石、石英、雲母
チャート(lmm)

橙 褐 色 良好

霊 をえ 型

径

　

鍔

□

　

‐２

底径

39

外面 タタキ (5/2.l cn)

内面 ナデ

やや粗

長石、石葵、持―卜(ltll l)
橙 褐 色 良好

褒

口 縁 部

体   部

外面

内面

キタ

　

デ

タ

　

ナ

やや粗
長石(1～4 mm)、 石英
雲母、チャート

暗橙掲色 普通

妻

口 縁 部

体   部

外面 ナデ、タタキ

内面 ナデ

粗

ヽ
ヽ

や
石
母

や
長
雲
石英(1～4 mm)
チャート

橙 褐 色 普 通

霊 口 縁  部
外面 タタキ

内面 ヨヨナデ

やや粗
長石、石英、角閃石
チャート

淡橙灰色 良好

霊

日 縁 部

～ 胴 部
117

面
面
外
内
タタキ
″ ヨサア、体部 (上)ハケ

(下)+f
母
＞
曇

ｍｍ
ヽ
⑬
石
英

粗
長
石 角閃石

橙 茶 色 普通

霊 口 縁  部 155
外面 ヨコナデ

内面 ヨコナデ

やや粗

長石 (lmm)

燈 茶 色 良好

甕 口 縁 部 22
外面 ヨコナデ

内面 ヨヨナデ

やや粗
長石(1～ 5 mm)、 石英
チャート

淡桂灰色 普通

賓 口 縁 部 131 17
外面 ヨヨナデ

内面 ヨコナデ

やや粗
長石、石英
金雲母、チャート(1～ 3 mm)

明 茶 色 良好

甕 口 縁  部 170
外面 ヨコナデ

内面 ヨコナデ

やや粗
長石、石英、金雲母
石実(1～ 5 mm)

橙 灰 色 普通

霊 口 縁  部
外面 タタキ

内面 ナデ、ユビオサエ

やや粗

長石、石英、角閃石(lmm)
橙 灰 色 良 好

甕 口 縁 部 135
外面 ナデ

内面 ナデ

やや粗

長石、石英、雲母(lmm)
淡 灰 色 良好 複合口縁

霊 体 底 部 (4 5) 77
外面 タタキ (5/2 clll)

内面 ハケメ

やや粗

長石、石英、雲母(lmm)
淡茶灰色 良好

霊 底 部 (5 0) 37
外面 タタキ (3′ '1 5 cll)

内面 

―

やや粗

長石、石英、金雲母(lmm)
淡茶褐色 良 好

甕 底 部 (42)
外面  タタキ (3イ 1 5 cm)

内面  ハ ケメ (15,0 8cn)

やや粗

長石、石英、金雲母(lmm)
淡茶褐色 良 好

甕 底 部 (46)
外面 タタキ (4■ 5 cm)

内面 ハケメ

やや粗

長石、石英、雲母
淡秦掲色 良 好

霊 底 部 (38)
面

　

面

外

　

内

タタキ (6 1 8 cm)  Iや や粗、長石

―

    1石 実、チ ャー ト、弊
憧 色 良好

霊 体 底 部
タト面  クタキ (5 1,3 cm)

内面 ナデ

やや粗

長て、雲母 (0 1mm)
(1 2) 1淡奈褐色 1良好
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番号 器種 部 位

法 量 (94)

径   現高
調 整 の 特 徴 胎 土 色   調 焼成 備  考

鉢 底 部 (5,0)

外面 ナデ

内面 ハケナデ

やや粗
長石、石英
チャート

淡橙灰色 普通 底部―上げ底

壷 底 部 (4.3)

外面 ナデ、底部ユビオサエ

内面 ナデ

やや糧
長石、石英、金雲母
角閃石     (lmm)

橙 茶 色 良好

高罫 郭 部

外面 ヘラミガキ

内面 ヘラミガキ

やや粗

長石、角閃石、子ャ…Ⅲ(lmm)
笹  色 良好

高郭 不 部

外面 ヘラミガキ

内面 シポリロ

やや粗

長石、石美、チャート(lDIHl)
淡橙灰色 良好

高郭 郭部柱状部
外面 ヘラミガキ

内面 ヘラミガキ

やや粗

長石、石英、角閃石(lmm)
淡橙茶色 良好

高郭 外部柱状部
外面 ヘラミガキ

内面 ンポリロ

粗

ヽ
ヽ

や
石
母

や
長
雲
石英
チャート、石楽(1～ 4Dllll)

淡橙褐色 良好

高郭 柱 状 部
外面 ヘラミガキ

内面 ナデ

やや糧

長石、石英、金雲母(lmll)
桂  色 良好

高郭 裾 部

裾  径

13.6

外面 ハケメ

内面 ハケの後ナデ

やや粗

長石、石英、金雲母
茶 褐 色 良好

鉢 型

回径

143

底径

3.9

外面 ナデ、底部ユビオサエ

内面 ハケ、ヨコナデ

やや糧
長石、石英
金雲母(1～ 3 mm)

橙  色 良好

鉢 をπ 型

日径

12.3

底径

3_8

外面 ナデ、底部ユビオサエ

内面 ハケメ

やや狙
長石、石英、
角閃石(1～3

母
う
雲

ｍ

橙  色 良好
底部穿孔

径 1 2cm

鉢 型

口径

10.2

底径

36

外面 ナデ、低部ユビオサエ

内面 ハケナデ (13本 /1.こ cm)

やや粗
石英、雲母、長石
チャート(1～2 mm)

控  色 良好

鉢 な
え 型

口径

5.5

底径

3.3

外面 ナデ

内面 ナデ

やや粗
石英、チャート
長石 5mm、 雲母 lmm

橙  色 良好
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6.宮町遺跡 (90-615)の調査

宮町 3丁目94-1

平成 3年 3月 20日、 6月 15日

本調査は店舗建設に伴う遺構確認調査である。調査は3月 20日 に行なった事前の試堀調査と

この結果を受けて本調査の南西調査区で検出した瓦積遺構の範囲確認を目的として、 6月 15日

に行なった調査とに分かれる。試堀調査は施工予定地の東側に第 1調査区を、西に第 2調査区

を、それぞれ 2m四方で設定した。第 1調査区では地表下 1.Omまで重機と人力を併用して掘

削し断面観察を行なったところ、地表下 0.5m(TP 6.5m前後)の黄灰白褐色砂質土層上面

でピット等の遺構を検出した。この上の灰色砂質土層、暗灰色砂質土層には平安時代後期を中

心とする遺物が含まれている。同様に第 2調査区でも地表下 1.Omまで掘削したところ、地表

下0.8m(TP 6.2m前 後)で黄灰白褐色砂質土層を確認し、この上面で溝を一条検出した。

この溝は南壁での検出幅 1.2m、 最大検出長 1.8mを測り、堆積は暗灰色礫混砂層である。こ

の埋土には炭が混じっていた。この上には第 1調査区で確認したのと同じ包含層を確認してい

調査地周辺図

一- 30 -一

調査地

調査期間

1.調査概要

第27図 (1/13000)



第 4調査区
g

口第 2調査区

。第 3調査区

口第 1調査区

第28図 調査区設定図 (1/800)

るが、層厚は 0.6mと 厚く、 3層に分かれる。遺構面となる黄灰自褐色砂質土層、褐白色砂質

土層にも土師器片などが含まれている。

6月 15日 に行なった瓦積遺構の範囲確認を目的とする調査では、施工予定地の南西部分に 1

m四方の調査区を 2ヶ 所設定した。それぞれ側八尾市文化財調査研究会の調査地の東を第 3調

査区、】ヒ西部分を第 4調査区とする。第 3調査区では人力で地表下 1.3mま で掘肖1したところ、

地表下 0.4m～ 0。 75m(T P6.25m～ 6.6m)で中世の包含層と思われる淡灰色砂質土層を確

認した。第 4調査区では人力で地表下1.6mま で堀削したところ、地表下0.92m～ 1.26m、 (T

P6.16m～6.44m)で 少量の瓦片を含む褐黄色淡砂質シルト層灰褐色シル ト層を確認した。ま

た、褐黄色シルト層上面で 3～ 4点の瓦片を確認した。この面が瓦積状遺構と対応する可能性

はあるが、瓦の密度は極薄で後世の削平等を受けている可能性が高い。

次に出土遺物について簡単に述べたい。第30図は第 1調査区、第 2調査区で出上した遺物で

ある。 1～ 3及び 9は第 1調査区の遺構ベース層である黄灰白褐色砂質土層より出土した。 3

はやや深い椀形態の瓦器である。内面に密に暗文を施す。これらは12世紀末から13世紀頃のも

のであろう。 9は第 1調査区で出土したが出土層は不明である。凹面の布目は板状工具でつよ

くなで消している。 4～ 8は第 2調査区出土土器である。 4、 7、 8は遺構面直上の包含層、

暗灰色砂質土層からの出上である。 4は瓦質土器三足の脚部、 7は瓦、 8は軒平瓦で瓦当面に

は波状の文様を施す。 5は溝‖犬遺構から出土した瓦質土器三足の脚である。
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第30図 出土遺物実測図 (1/4)

2.ま とめ

本調査地は昭和56年に八尾市教育委員会により発掘調査の行なわれた穴太神社の北側に近接

する。この調査では江戸時代の文献に千眼寺として記録されている廃寺に関連するものと思わ

れる瓦集積、礎石などが確認されている。第 1次調査で確認した遺構面、第 2次調査でその範

囲を確認した瓦集積はこれと密接な関連をもつものであり、千眼寺跡の北限を考える上で重要

である。 (吉田)
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7.東郷遺跡 (91-008)の調査

調査地

調査期間

光町 1丁目87番地

平成 3年 4月 9日

1.調査概要

本調査は工場付自動車展示場建設に伴う遺構確認調査である。施工予定地の西側に第 1調査

区を、東側に第 3調査区を、中央に第 2調査区を、それぞれ 3m四方で設定した。第 1調査区

では地表下 2.2mま で掘削したところ、地表下 1.6m～ 1.7mで平安時代頃の上器を含む黄灰

褐色粘土層を確認をした。この下の地表下 1.8m～ 2.Omで弥生時代後期頃の包含層である暗

灰褐色粘土層を確認した。断面でこの暗灰褐色粘土層をきりこむ径0.46m、 深さ0.18mの上坑

を確認した。これは灰色粘砂層を埋土する。庄内式上器の上器の甕が 1個体ほぼ完形で、日縁

を上にしてやや東に傾いた状態で出上した。また、弥生土器畿内第V様式の甕が淡暗灰色シル

ト層の下部、下の層の暗灰色粘土層に載るような状態で出上した。これもほぼ完形に近い状態

で回縁を上にして東側に傾いた状態で出上した。第 2調査区では地表下 3.Omま で掘削し、地

表下 2.Om～ 2.4mで第 1調査区の淡暗灰色シルト層に対応するかと思われる淡灰色シルト層

第31図 調査地周辺図 (1/13000)
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第32図 調査区設定図 (1/600)

を確認したが、遺物はほとんど出上しなかった。第 3調査区では地表下2.8mま で掘削したが、

地表下1.6m～2.8mで自然流路の埋土と思われる灰白色粗砂層、褐灰色砂層を確認したにと

どまった。

出土遺物はほとんど第 1調査区出土である。 1はA地点の上坑状遺構から出上した庄内式土

器の甕である。器壁は極薄で、外面調整は体部上半は、上からみて時計回りの方向の細かいタ

タキを施し、下半はハケによリタタキをなで消す。 2は調査区の最下の暗灰色粘土直上 (B地

点)で検出した弥生式上器畿内第V様式期に相当する甕である。器高12.5cmの小型の甕である。

本調査では調査区の西側で弥生時代末から古墳時代前期にかかる良好な遺構面及び包含層を

確認した。しかしこの包含層は東狽Iへは続いていかないようであり、東端では自然流路を確認

したのみであった。このようなことから本調査成果は東郷遺跡の集落域等の範囲を推定する際

に重要な資料となるものと思われれる。 (吉田 )

―… 35 -―



第
1調
査
区

第
2調
査
区

キ
  
  
|

|

第
3調
査
区

0 
  
  
  
  
 1
m

| 
  
|
| 
  
|

| 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
|

４ ■

22０ と

Ｉ Ｉ 　 ∞ Ｏ 　 Ｉ Ｉ

И ■

ｌ ｌ ｌ
．

1.
土
2.
耕
作
土

3.
茶
灰
色
砂
質
土

4.
緑
茶
褐
色
粘
砂

5,
緑
灰
色
粘
砂

6.
灰
褐
色
砂
質
土

7.
茶
緑
灰
褐
色
砂
質
土

8.
緑
灰
色
粘
土

9.
淡
灰
褐
色
粘
砂

10
.灰
褐
色
砂
質
土

21
.灰
白
色
粗
砂
}流
路
埋
土

22
.褐
灰
色
砂
層

23
.暗
灰
色
粘
土
(弥
生
時
代
末
包
含
層
)

24
.淡
灰
色
シ
ル
ト

=~
一
―
トー
券
―
引

11
.暗
褐
色
斑

12
.淡
灰
褐
色
粘
土

13
.褐
色
斑
灰
褐
粘
土

14
.暗
灰
褐
色
粘
土

15
.黄
褐
灰
色
粘
土
(平
安
時
代
頃
包
含
層
)

16
.褐
色
斑
淡
灰
色
粘
土

17
.暗
灰
掲
色
粘
土

18
.灰
色
粘
砂
(土
拡
状
遺
構
埋
土
)

19
.淡
暗
灰
色
シ
ル
ト
(弥
生
時
代
末
包
含
層
)

20
,淡
灰
色
シ
ル
ト

第
33
図
 
基
本
層
序
模
式
図
(1
/4
0)



0       10m

第爛  出土建物実�図 (1/4)
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調査地

調査期間

8.成法寺遺跡 (91-014)の 調査

南本町 2丁目97番地の 1

平成 3年 4月 15日

1.調査概要

本調査は共同住宅建設に伴う遺構確認調査である。施工予定地の西側と東側に3m四方の調

査区をそれぞれ設定した。西調査区では地表下 1.Omまで重機と入力を併用して掘削し断面観

察を行なったところ、地表下0.55m～ 0.9m、 T P8.25m～ 7.9m付近で飛鳥時代頃の上器を

大量に含む灰茶褐色粘質土層、灰褐色粘土層を確認した。東調査区では地表下 1.5mま で堀削

した。地表下 0.6m～ 0.8m、 TP 8.2～ 8.Omで西調査区と対応する包含層を確認したが、

遺物の出土量は少なかった。地表下0.8m以下は灰色粘上の堆積であった。第38図は第 1調査

区の包含層出上の上器である。 1、 2は須恵器の杯と蓋である。 3は土師器の甑、 5は羽釜で

ある。 6は土師器の高杯のミニチュアである。残存高 3.7cmを測り、手づくねによるものであ

る。須恵器の形態等から7世紀前半頃の時期の所産であろう。

第35図 調査地周辺図 (1/13000)
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第船図■調査1区設定図 (1/10oOJ
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第37図 基本層序模式図 (1/40)

21 まとめ

本調査では地表下 9,omとぃうLL41的浅いとこ―ろから7世紀代の上器が高い密度で出とした。

本調査地に隣接する成法申学校校内でい数央にゎ|たる調査が行なわれており、吉墳時代～中世

に|い.たる遺構 `遺物が確認.されている。こ|のなか,■は奈良時代の機立柱建物,■境や、子世紀

代の撃穴式住居跡なども検出されている。本調査はこれらと密接な開達をヽ った違構の存在を

示唆するものとして注目される。

-39-
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第謡図 出土遺物実劇図 (■/4)
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調査地

調査期間

9.東郷廃寺 (90-531)の調査

桜ケ丘 2丁目59

平成 3年 4月 22～26,30日 、 5月 1日

1.調査概要

今回調査した東郷廃寺は、東郷遺跡の東端中央部に位置している。東郷遺跡は
これまで八尾

市教育委員会、lRIl八尾市文化財調査研究会、大阪府教育委員会によつて調査され
ており、弥生

時代中期からの遺物がみられ、古墳時代前期以降の墓域を持つ集落が確認されて
いる。また平

安時代から鎌倉時代にかけての井戸・柱穴・水田などが検出されており、弥生時代中期から中

世にいたる複合遺跡であることが判明している。

今回の調査は事務所建設に伴って実施したものである。調査は事業計画地に5m× 9mの調

査区を設定し、地表下1.05mま でを重機によって掘削し、以下 0.2mを人力で堀削を行
った。

遺物包含層は地表下1.10m前後の褐色粘質上である。この包含層は約 0.2mの厚さで堆積し

ている。遺物は須恵器・土師器・瓦などが出上しているが、奈良時代から平安時代初頭にかけ

i塵聟

靴
郵

護

単
融

第39図 調査地周辺図 (1/13000)
眸遺ふ町■
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第40図 調査区設定図 (1/400)

てのものである。この下部層の明褐色粘質土～黄褐色シル トから遺構は切り込まれている。遺

構は溝 1条 (SD-01)、 ピット5基 (SP-01～05)を検出している。

SD-01と南北に伸びており、最大幅約 3.3m、 深さ0.25mを測り、その埋土から上層と下

層に分けることができる。上層は明灰褐色粘質土、下層は明灰色粘質上である。

ピットではSP-03～ 05は径 0.3mま でのもので遺物は土師器の小片がみられてだけである。

SP-01は SD-01に切られているが方形を呈すると思われ、最大幅約 0.8m、 深さ約0,15m

を測る。ピット内に瓦片と石等がみられた。SP-02は方形を呈するピットで幅約 0.5m、 深

さ 0.4mを測る。ピット内より上師器の小片と石が出上している。

2.出土遺物

今回ここに図化した遺物は、出上したものの一部だけである。 1は重弁八棄蓬華文の軒丸瓦

である。間弁中央に珠文を配し、蓮弁と大小の蓮弁を重ねている。そして、中房には1+8の

蓮子を用いている。瓦当部と丸瓦部は瓦当部に溝をほり、丸瓦部を差し込み丸瓦部内外面に粘

上を塗布している。丸瓦凹面には布目痕がみられる。径16.8cm、 全長 8.4cnを測り、色調は灰

色を呈する。胎土は 0.1～ 0.2mmの礫を含んでいる。これは藤沢一夫氏によって提唱された原

山廃寺式軒丸瓦 (註 1)に含まれ、現在分類されている型式では大県南廃寺Ⅲ型式軒丸瓦 (註

2)に対応する。 3・ 4は麿滅が著しいが、やはり重弁八葉蓮華文の軒丸瓦である。外区内縁

には珠文を配している。これと同施と思われる軒丸瓦が大阪府教育委員会によって行われた東

郷遺跡の調査 (註 3)において 3個体出上している。その瓦当面は外区外縁に鋸歯文を巡らし、

中房には1+6の蓮子を用いている。色調は 3が灰白色、 4が淡黄灰色を呈している。これら

は、藤沢一夫氏による分類では寿志寺式に対応すると考えられ、津守廃寺で出土している軒丸
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SP-02

SP~03
0

0       2m

―
第41図 平面図 (1/100)

瓦 (註 4)に類似している。 6は須恵質の平瓦で凸面に縄目の叩きを施し、凹面に布目痕がみ

られる。 1枚作りである。 7は土師質の平瓦で赤褐色を呈し、凸面に有軸綾杉文がみられる。

8～ 10は須恵器である。 8は無蓋の高杯で中村氏編年の I型式 3段階からⅡ型式 I段階に比定

できるものである。10は瓶子でV型式 1～ 2段階に比定できる。

出土遺物はここに図化した以外に土師器、三彩陶器の破片、鉄砕状の塊 (図版二十 1-■ )

等がみられ、コンテナにして約10箱分出上している。

3。 まとめ

本調査では 7世紀から9世紀にかけての多量の遺物が出上した。とくに白鳳時代、 7世紀中

葉に比定できる軒丸瓦と共に多くの瓦が出上したことにより、これまで知られていなかった寺

院の存在を考えることができよう。しかし、今回の調査では明確な寺院関連遺構を検出しては

いない。今後の周辺地域の調査に明らかになることを期待したい。 (消 )

参考文献

(註 1)藤沢一夫『摂河和泉出土古瓦の研究』考古学評論第 3号 1941

(註 2)柏原市教育委員会『大県南遺跡―山下寺跡寺域の調査―』1985

(註 3)大阪府教育委員会『東郷遺跡発掘調査概要―八尾市桜ケ丘・旭ケ丘所在―』1989

(註 4)奈良国立文化財研究所『埋蔵文化財ニュース40』 「飛鳥 。白鳳寺院関係文献目録」

1983
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第43図 出土遺物実測図 (1/4)
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第44図 出土遺物実測図 (1/4)
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10。 花岡山遺跡 (91-084)の調査

調査地    大字楽音寺6731,673-2,638,640,6411,7491番 地

調査期間   平成 3年 5月 30日 , 6月 3～ 5日

1.調査概要

花岡山遺跡は生駒山系の西側標高約60～70mの山麓線に位置している。当遺跡内には花岡山

古墳・西の山古墳があり、周辺には向山古墳、中ノ谷古墳、心合寺山古墳、鏡塚等があり、楽

音寺・大竹古墳群とも呼べる前期、中期の古墳が遺存している。

当遺跡の発見は昭和53年に八尾市水道局の北部低配水池工事中に付近の分布調査を行ってい

た大阪経済法科大学考古学研究会によって中世の包含層が確認されたことによる。この時は、

当教育委員会が大阪経済法科大学考古学研究会に委託して至急発掘調査を実施し、中世遺構を

検出している。 (註 1)

その後、側八尾市文化財調査研究会 (註 2)や大阪経済法科大学が組織した花岡山遺跡学術

第45図 調査地周辺図 (1/13000)
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調査団 (註 3)によって数次の調査を行われてい

る。その結果、当遺跡は縄文時代晩期から近世に

かけての複合遺跡であることが判明している。

今回の調査は学校施設建設に伴い遺構、遺物の

有無を確認する目的で、事業計画地の中央部分に

約 2m× 20mの トレンチを設定し、重機によって

地表下約 0。 3mまでの掘削り行い、平面及び土層

断面の観察を実施した。なお調査地には段差があ

り、段差の上部を上方テラス、下部を下方テラス

とした。

上方テラスでは、地表下約0.2～0.25mの褐色

礫混粘質土をベースとして中心から西端にかけて

遺構が集中している。遺構は土坑 2基と小ピット

2基を検出している。土坑のうち南壁に接してい

るSK-1は 全体を明らかにしえないが円形を呈

するものと思われ、深さ0.27mを測る。遺物は土

0              201n

第46図 調査区設定図 (1/800)

師器片が出上 している。SK-1は 径約 0.6mの円形で、深さ約0.17mを測る。遺物は瓦器椀
の破片が出上 している。小ピットでは、遺物は見られなかった。

下方テラスは、上方テラスと約 1.3mの段差がある。下方テラスでは、地表下約0.2mの黄

褐色礫混土をベースとして、中央から東端にかけて遺構がみられる。遺構は土坑が 2基と溝 2

条を検出している。土坑は北壁と南壁に接する形で各々みられ、北壁の土坑SK-4は 径約 1

mの円形を呈すると思われ、深さは約 0,4m測 る。遺物は土師器釜片が 1点出土している。南

壁の上坑SK-5で は遺物は出上しなかった。溝は 2条とも南北に走っており、段差近くの溝
SD-2は 一方の片肩ほとんどこわされていたが、中央で検出したSD-1は 幅約 0.5mで深
さ約0.17mを測る。溝から遺物は出土していない。

2.ま とめ

今回の調査では、両テラスともに地表下約 0.2m前後で中世から近世と思われる遺構を確認

することができた。調査地は、西ノ山古墳の南東約50mに位置し、調査地の周辺では花岡山遺

跡学術調査団と101八尾市文化財調査研究会によって幾度かの調査が行われ多くの成果を挙げて

いる。特に、本調査地の西側でlell八尾市文化財調査研究会が (誰 4)本調査と同じく中世から

近世にかけての遺構・遺物を確認しており、今回の調査ではそれと併せて中近世における周辺

の歴史的環境を窺い知る資料となった。

―- 48 -―
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11.久宝寺遺跡 (91-150)の 調査

調査地   渋川町 6丁目34、 35

調査期間  平成 3年 7月 H日

1.調査概要

本調査は診療所ビル建設に伴う遺構確認調査である。施工予定地の北側付近に2m四方の調

査区を設定し、地表下2.lmま で重機と入力を併用して掘削した。地表下 1、2m～ 1、8m (

T P7、 3m～ 7、65m)で古墳時代後期の上器を含む灰褐色粘砂層、茶灰褐色粘砂層を確認した。

灰褐色粘砂層からは 6世紀の須恵器の杯身などが残りの良い状態で出上した。またこの下の茶

灰褐色粘砂層は固くしまった土層で整地層である可能性がある。第50図の 1は灰褐色粘砂層か

ら出土した須恵器の杯身である。ほぼ完形で出上した。たちあがりは低く内傾し、底部はやや

平たさに欠ける。体部外面のロクロヘラケズリは器高の 2分の 1以下である。底部外面にヘラ

記号をもつ。TK209型 式前後、 6世紀後半頃の時期のものであろう。同層付近からはこの

他に須恵器の杯身の底部片、土師器などが出上した。

第48図 調査地周辺図 (1/13000)
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1,盛土A
2.盛土B
8.耕作土
4.灰茶色粘砂
5.灰茶粘質土
6.灰褐色粘砂
7.茶灰褐色粘砂
8.褐色斑灰色粘土
9.灰色粘土

)雹暮警
代

第49図 調査区設定図 (1/500) 第50図 基本層序模式図  (1/40)

2.ま とめ

本調査では地表下1、2m～ 1、8mで古墳時代後期の包含層を

確認した。同期の包含層 。遺構は周辺の調査でも確認されてい

る。久宝寺駅舎内での発掘調査では古墳時代後期から奈良時代

にかけての遺構が確認されている。また、渋川町 5丁目での調

査では飛鳥時代～奈良時代にかけての包含層とともに古墳時代

後期の包含層が確認されている。当調査地の南東方では渋川廃

寺が存在する。また、調査地が物部氏の居館のあったとされる

渋川郡に位置することも注目される。以上から本調査結果はこ

れらと関連する古墳時代後期の遺構の存在を示唆するものとし

て重要である。

第51図 出土須恵器実測図(1/4)

註 1(財 )八尾市文化財調査研究会『平成 2年度 (財)八尾市文化財調査研究会事業報告』

1991年

註 2 註 1同 じ
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調査地

調査期間

12.恩智遺跡 (91-055)の調査

恩智中町 2-176

平成 3年 7月 11,12日

1.調査概要

本調査は専用住宅の地盤改良に先立って実施したものである。しかし、当初申請が提出され

た時点では地盤改良の計画はされておらず、当教育委員会は工事着工時の立会調査を予定して

いた。だが、工事着手直前に設計の変更を知らされ、急遊遺構確認調査を行うことになったの

である。

調査は計画地の中央部に2× 2mの調査区を設定し、地盤改良工事を行うlmま で対象とし

て遺物の有無の確認をした。基本層序は盛上、淡褐色粘砂、暗灰色粘砂、黒灰色粘砂である。

このうち遺物を包蔵しているのは地表下約 0.3mに存している黒灰色粘砂層であった。遺物は

弥生時代中期、とくにⅣ様式が中心で、土器以外に石器が出土している。

この調査結果を踏まえ、申請者と当教育委員会と協議を行い、地盤改良の堀削深度を地表下

0.6mに変更することになった。それとともに工事中の立会いを行い、遺物包含層と遺構の確

第52図  調査地周辺図 (1/13000)
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第53図 調査区設定図 (1/400)

①表土

②淡褐色粘砂

③暗灰色砂粘

④黒灰色粘砂

第54図 基本層序模式図 (1/20)

認及び遺物採集を実施した。

その結果、遺物は調査地内でまんべんなく見られたが、山側の特に敷地の東北隅で多量に出

上した。包含層は地表下0.6～ 0.8mにあり、0.2～ 0。 3mの厚さで堆積している。また一部

地表下 1.lm前後まで掘削した箇所で暗青灰色粘質土上面で径 0.4m、 深さ 0.3mの ピットを

1基検出している。遺物はピット内より石核が一点出土している。

2.出土遺物

遺物は弥生中期後半に属するものでコンテナに約半箱分が出上している。重、甕、鉢がみら

れるが、鉢が日につく。21は台付き然で裾部に 2孔を一組とする孔を穿っている。22は椀形の

鉢だが、内面に本の実の痕が残っている。

3。 まとめ

今回の調査では弥生時代中期の包含層を確認したが、遺構はピット1基を検出したのみであ

った。しかし、今年度に公共事業に伴い実施した本調査地周辺での調査と併せて考えてみれば

近辺のプライマリーな包含層が見られる箇所は限られてくる。その意味で今回の調査は満足
の

いくものではないが、良好な包含層の位置を明示する資料が得られたものと思う。  (漕 )
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13.萱振遺跡 (91-166)の 調査

調査地   楠根町 4丁目 1-4、 4-1、 7-2、 8-2

調査期間  平成 3年 7月 22日

1.調査概要

本調査は倉庫及び事務所建設に伴う遺構確認調査である。施工予定地の西に第 1調査区、東

に第 2調査区、中央に第 3調査区、南東側に第 4調査区をそれぞれ 3m四方で設定した。第 1

調査区では地表下 1、3mまで重機と入力を併用して掘削したところ、地表下0、 15m～ 0、5mで

中世の上器を含む灰茶色粘砂層、淡灰色砂層を確認した。この下は自然流路の埋土と思われる

灰白色粗砂層の堆積であった。第 2調査区では地表下0、8mまで掘削したところ、地表下0、 6

m以下で弥生時代後期の上器がまとまって出土する暗灰色粘土を確認した。この上層は有機物

を含んでおり、周辺の調査と考え併せて、溝状遺構の埋上の一部である可台ヒ性がある。第 3調

査区では地表下と、6mま で掘削したところ、地表下0、8m付近で灰白色粗砂層とこれをきりこ

む灰褐色粘砂層とこの上に積み上げたような状態で堆積する暗灰褐色粘砂層、茶灰褐色粘砂層

を確認した。調査区の狭いためはっきりしないが、周溝墓の一部である可能性がある。第 4調

調査地周辺図 (1/13000)
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第57図 調査区設定図 (1/1200)

調査区では地表下1.lmま で掘削したところ、地表下0、 45m～ 0、9mで古墳時代の上器を含む

淡茶灰色砂質土層、淡灰色シル ト層を確認した。淡灰色シルト層は自然流路の埋土と思われる

淡灰色粗砂層からきりこんでいる。

出土遺物は主に第 2調査区と第 4調査区を中心に出土した。 3は第 2調査区の暗灰色粘土層

から出土した鉢である。体部外面は縦方向の幅の狭いミガキを施し、下半はミガキの後にハケ

を施す。 1、 2、 4は第 4調査区の淡灰色シルト層から出上したものである。 2は庄内式上器

の甕である。肩部は張らず、なだらかに体部へ移行する。日縁端部は外方につまみだしやや鋭

い。体部外面はハケのちタタキ、体部内面はヘラケズリを行ない、器壁は薄い。 1も同じく甕

である。肩部から体部はやや張る。口縁部はくの字状に屈折する。体部外面はタタキのちハケ、

体部内面は横方向のヘラケズリののちハケ及び縦方向のナデを行なう。器壁はやや厚い。 4は

高杯の脚部である。脚柱部は中実で四方向の透かしをもつ。 1、 2は内面にヘラケズリをおこ

なっているが、弥生式上器の畿内第V様式的な要素を強く残した土器である。特に 2は器壁も

厚く、日縁部から体部にかけての形状も古い要素をもつ。
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第59図 出土遺物実測図 (1/4)

2.ま とめ

第 2調査区では古墳時代の溝状遺構の埋土、第 3調査区では周溝墓の墳丘部分の堆積と思わ

れるものを確認した。また第 4調査区では地表下0、5m～ 0、9mで古墳時代前期の良好な包含

層を確認した。東側に隣接する大阪府立八尾北高校内での大阪府教育委員会による調査では、

縄文時代～室町時代にいたる遺構・遺物が検出されており、特に古墳時代初頭の方形周溝墓は

4基検出されている。今回の調査結果はこれらの遺構群との一連とのつながりを、部分的にで

はあるが捉えたものとして重要である。 (吉 田)

広瀬雅信  「萱振遺跡発掘調査速報」

八尾市教育委員会  『八尾市文化財紀要 I』 1985、 3
註 1
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14.矢作遺跡 (91-189)の調査

調査地    高美町 3丁目 3番地

調査期間   平成 3年 8月 20～ 22日

1.調査概要

矢作遺跡は八尾市のほぼ中心部に位置しており、旧大和川の長瀬川と玉串川の間に挟まれた

自然堤防上に立地している。遺跡と同じ自然堤防上にある成法寺遺跡、小阪合遺跡、中田遺跡

に接している。各々の遺跡は矢作遺跡と同じく弥生時代後期から中世にいたる複合遺跡である

ことがこれまでの調査で判明している。

遺跡周辺ではこれまで当教育委員会と側八尾市文化財調査研究会によって幾度かの調査が行

われている。昭和63年には今回の調査地の北隣で当教育委員会によって遣構確認調査が行われ

古墳時代から中世にいたる遺物を出土してぃる。 (註 1)ま た昭和62年には南隣で弥生時代後

期末の遺構・遺物を検出している。 (註 2)働八尾市文化財調査研究会では昭和62年に本調査

地南 250mの地点で弥生時代後期から中世にかけての遺構・遺物を検出し、特にH世紀後半か

南
本

,,七 藝肇二十lil
第Ю図 調査地周辺図 (1/13000)
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第61図 調査区設定図 (1/400)

ら13世紀にかけての遺構・遺物が顕著にみられた。 (註 3)

今回の調査は浄化槽設置に伴うもので、事業計画地に2m× 10mの調査区を設定し、地表下

約 1.8mま で掘削した。その結果、地表下 1.6m前後の第 7層暗茶褐色粘質土で弥生時代後期

末から古墳時代初頭にかけての遺物を確認した。また、暗茶褐色粘質土上面を精査したところ

南北方向の溝 3条、ピット3基、方形土坑 1基を検出した。

SD-01は東壁に接しており、大部分が調査区外に至るため全容は不明であるが、検出部分

では南北に約5.5m伸びている。西肩のみの検出であるが、肩には杭が打たれており、深さ約

0.3mを測る。遺物は瓦器小片が僅かに出土している。

SD-02は SD-03よ り枝分かれしている溝で、幅約0,38m、 深さ0.09mを測る。埋土は暗

黄褐色粘質上である。遺物は弥生時代後期末の高杯・甕が出上している。

SD-03は西壁に接しており、SD-01と 同じく大部分が調査区外に至るため全容は分から

ないが、東肩のみを検出しており、深さ0.07m、 幅約0.32mを測る。遺物はSD-02と 同じく

弥生時代後期末の甕等が出上している。

ピットは 3基検出しているが、遺物がみられたのはSP-01だ けである。埋土は暗黄褐色粘

砂で、弥生時代後末期の甕片が出土している。径 0.4m、 深さ0.09mを測る。

土坑は東壁際で検出しており、やはりその全容は不明である。検出部分は角がみられること

から方形あるいは長方形を呈すると思われる。深さ約0.14mを測り、遺物は出土していないが

SD-01と同じ淡灰褐色粘砂であり、中世以降と考えられる。
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この遺構検出面の下部層である第10層黄褐色粘砂、第H層淡灰色粘質上では遺構は検出でき

なかったが、第10層ではわずかであるが弥生時代後期末の遣物が出土している。

調査区中央で一部下層確認を行ったが、第12,13,14層とも遺物は見られなかった。しかし

第14層青灰色粘土層は昭和62年度の調査で弥生時代の遺構検出している面と対応する可能性が

あると思われる。

2.出土遺物

遺物は、弥生時代後期末すなわちV様式末から庄内式古相を呈しているものがほとんどであ

る。図化したもののうちSP-1出 上の 1の高杯以外は、第 7層暗茶褐色粘質土から出上した

もので、SD-02,03の周辺から見つかっている。この調査区の遺物の特徴は6.9のように

底部に穿子とを施した甕が土器出土総数の割に多く見られることと、器種別には高杯の出土量が

最も多いことである。

3.ま とめ

今回の調査では中世と弥生時代V期末から古墳時代初頭にかけての遺構を確認することがで

きた。しかし、本調査地周辺でこれまで古墳時代後期の堀立柱建物 (註 4)や中世の堀立柱建

物 (註 3)のように集落に関連する遺構はみられなかった。それゆえに今回の調査地は集落の

中心からははずれた地域であると思われる。ただ、調査区の大きさと出土している土器の総数

から考えると周辺に住居あるいは生活関連の遺構が見つかる可能性も否定できないであろう。

(清 )

が考文献

(註 1)八尾市教育委員会『八尾市内遺跡昭和63年度発掘調査報告書 I』 1989

(註 2)八尾市教育委員会『八尾市内遺跡昭和62年度発掘調査報告書 I』 1988

(註 3)lMl八尾市文化財調査研究会『八尾市埋蔵文化財発掘調査概要 平成元年度』1989

(註 4)八尾市教育委員会『八尾市内遺跡昭和61年度発掘調査報告書Ⅱ』1987
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15。 中田遺跡 (91-207)の 調査

調査地   八尾木北 5丁目98～ 105

調査期間  平成 3年 8月 21日

1.調査概要

本調査は共同浴場建設に伴う遺構確認調査である。施工予定地の南側に2m四方の第 1調査

区を、北根1中央よりに3m四方に第 2調査区、北端に lm四方の第 3調査区を設定した。第 1

調査区では、地表下2、 4mまで重機と人力を併用して掘削したところ、地表下0、 9m～ 1、 lm、

T P9、 6～ 9、8mで土師器小片を含む暗緑灰色粘砂層を確認した。またこの下では茶灰色砂質

土層をはさんで、地表下1、3m～ 2、 2m、 T P8、 5～9、4m付近で、弥生式土器の底部、須恵

器の甕片を含む自然流路状の堆積を確認した。暗緑灰色粘砂層は前後の層位状態等から判断し

て、中世頃のものと思われる。同様にして第 2調査区では地表下2、7mま で、第 3調査区では

地表下2、Omまで掘削を行なったが、いずれも現代の盛土層の堆積であった。

翻
拗

|!1學
監ヰ/1:呵 甲

第64図 調査地周辺図 (1/18000)
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第66図 調査区土層断面図 (1/40)

2.ま とめ

本調査地では南側は攪乱のため遺構・遺物を全く確認できなかったが、北側では中世
の包含

層とその下に堆積する古墳時代後期頃埋まったと思われる自然流路の堆積を確認し
た。特に中

世の包含層は良好な遺存状態を示していた。周辺のこれまでの調査でも弥生時代
から中世にい

たる遺構 。遺物が豊富に確認されており、本調査地でもこれと関連した遺構の拡がりが予想
さ
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16.久宝寺遺跡 (91-247)の 調査

調査地   神武町 2番35号

調査期間  平成 3年 9月 5日

1.調査概要

本調査は設計棟建設に伴う遺構確認調査である。施工予定地の南西側に第 1調査区を、南東

部分に第 2調査区を、東端部分に第 3調査区を、北西部分に第 4調査区を、それぞれ 3m四方

で設定した。

第 1調査区では地表下2、6m付近まで重機と人力を併用して掘削を行ったところ、地表下
1、 5～ 1、 8m、 T P5、7m～ 6、Omで淡暗緑灰色粘質土層を、この下で淡暗灰紫色粘質土層を

確認した。これらの層は古墳時代の土師器を含んでいる。この暗灰紫色粘質土層からは土坑状

の遺構がきりこんでいる。この下には淡灰白シルト層が更にその下には灰白色砂層が堆積する。

いずれも遺物は確認できなかった。第 2調査区では地表下2、6mま で掘削を行ったところ、地

表下 1、7mま で盛土層であり、古墳時代の包含層は確認できなかった。この下には第 1調査区

と同様に淡灰白シルト層及び灰白色砂層が堆積する。第 3調査区では、湧水が激しく調査の困

tt井町三
咀_二だπ

調査地周辺図 (1/1第67図
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難な状況であったが、地表下約2、Om前後まで盛土層であり、地表下2、5m前後まで砂層が堆

積することを確認した。第 4調査区では地表下2、5m前後まで掘削を行ったところ、地表下 1、

6m～ 1、9mで前述の淡灰白色シルト層と淡白色砂層に対応すると思われる層を確認した。こ

の上で灰緑色粘土層を確認しており、ここには土師器が若干含まれている。

2、 まとめ

本調査では事業計画地西側を中心に古墳時代の包含層及び遺構が良好に遺存することがわか

った。これまでの周辺の調査でも古墳時代の集落、墓域の一部を確認しており、本調査地でも

これと対応する遺構の確認される可能性が高い。
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調査地

調査期間

17.亀井遺跡 (91-255)の調査

南亀井町 4丁目44番 1・ 5,45番 1,46番 1

平成 3年 9月 10,11日

1.調査概要

亀井遺跡は八尾市の西に位置し、北を久宝寺遺跡、東を跡部遺跡・太子堂遺跡、西を竹淵遺

跡に囲まれている。遺跡内は近畿自動車道が南北に走っており、その建設に伴う働大阪文化財

センターによる調査が実施された。また、当教育委員会・鰯八尾市文化財調査研究会によって

も調査が行われている。その結果、旧石器や縄文晩期の遺物が出土したほか、弥生時代から近

世に至る遺跡であることが判明している。特に弥生時代から古墳時代にかけては多数の遺構 。

遺物が見つかっており、当遺跡は河内平野における弥生時代の拠点的な大集落とみられている。

今回の調査地は遺跡の中心地と思われる範囲から若干南に位置している。そのため8588ポの

事業計画に対して、遺構 。遺物の有無を確認する目的で 3m× 3mの調査区を 6ヵ 所設定し地

表下約 2～ 4mま でを掘削、調査を実施した。 ヽ

第69図 調査地周辺図 (1/13000)
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第71図 調査区設定図 (1/1200)

第 1調査区 地表下約 3.3mまで調査を行った。地表下1.85mの 明灰黄色粘土～明灰褐色粘
上で瓦器片、土師器片がみられ、その下層に水田相当層と思われる淡青灰色粘質上が遺存して

いる。以下、暗灰色粘土～暗灰色微砂の堆積が確認されたが遺構 。遺物はみられなかった。

第 2調査区 第 1調査区と層序はあまり変わらない。やはり地表下 1.9m前後で瓦器の小片
がみられ、その下層に水田相当層の淡青灰色粘質上が確認できた。

第 3調査区 地表下2.45mま で調査を行った。地表下1.45mの 明灰黄色粘土層で畦畔状遺構
が断面で確認できたが、遣物は出上しておらず時期は不明である。

第 4調査区 第 1～ 3調査区で確認できた水田相当層はみられず、地表下 2mで灰褐色細砂
～暗灰色微砂が約 0,8m堆積している。溝あるいは河川等の流路の一部と考えられる。

第 5調査区 地表下1.85mの明灰茶褐色粘質土で土師器小皿 1枚と須恵器片、土師器片出土
した。包含層の厚さは約0.25mである。

第 6調査区 地表下1.4m前後の明灰茶褐色粘質土で土師器および須恵器が小片ながら多数
出上した。とくに須恵器では瓶子がほぼ完形で見つかっている。 1の手法は一本ビキによって

おり、仕上げに伴う調整を行っておらず、底部は回転糸切り未調整で、高台は付してはいない。

中村氏編年のV形式 2段階に比定できると思われる。 (註 1)包含層は約 0.3mの厚さで堆積

している。

第 3区
□

第4区

□

第 6区
□

第 1区
□

第 5区

□

第 2区

□

―- 70 -―



第
1区

第
2区

第
3区

第
4区

第
5区 淡
黄
褐
色
粘
砂

淡
黄
灰
色
粘
質
土

淡
灰
褐
色
粘
砂

淡
褐
灰
色
粘
質
土

明
灰
黄
色
粘
土

明
灰
褐
色
粘
土

7.
灰
褐
色
砂
質
土

8.
灰
色
粘
質
土

9.
暗
青
灰
色
粘
質
土

10
.暗
灰
色
粘
性
シ
ル
ト

第
6区

4P
十 8
0m

H.
暗
灰
淡
褐
色
粘
土

12
.暗
灰
色
徴
砂

13
.暗
灰
色
粘
土
～
徴
砂

14
.淡
茶
褐
色
粘
質
土

淡
灰
茶
褐
色
粘
質
土

淡
灰
茶
褐
色
砂
質
土

灰
褐
色
細
砂

明
灰
茶
褐
色
粘
質
土

暗
灰
色
粘
土

― ― 　 ミ ド 　 ー ー

1 2 3 4

＼
5 9

2 3

4ハ
5 19 10

1 3 8 6 12

1 2 4 15 16 10 13

1 2 18 1
9

1 2 5

第
72
図
 
基
本
層
序
模
式
図
(1
/4
0)



第73m 出土遺物実測図 (1/4)

2, まとめ

今回の調査では事業計画地の南側に設定した第 5・ 6調査区においては0世紀～10世紀にか

けての良好な遺物包含層を確認することができたoま.た、北劇で|は頭者な遺構および遺物色倉

層は見当たらな々ヽったが、本B相当層が拡がっていることがわかった。それゆえに第4調査区

でみられた流路を境として集落域と耕作域に分けていたと考えることもできよう   (均

.:彦
S'勇 争́期

倒

“

)大阪府教育委員会 F陶邑III,大恢府其
`ヒ
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18.竜華寺跡 (91-313)の調査

調査地    明美町 2丁目36番 2

調査期間   平成 3年 9月 26日

1.調査概要

竜華寺が史書に現れるのは『続日本紀』の神護景雲 3年 (769)10月 で、称徳天皇が由義宮

に行幸された際に竜華寺に参拝されここで宮市を開かせ、また綿 2万屯、塩30石を当寺に施入

したと記されている。また、『類衆国史』には延暦19年 (800)2月 に垣武天皇が、若江郡の

田 1町 6段を竜華寺に灯明料として寄進されたとある。しかし、この後国史にはその名は見ら

れず、寺域の位置や伽藍の規模当は不明である。ただ近年まで安中小学校の西南の畑に大門
の

唐居敷といわれる巨石が 2枚並んで残っていた。それ故に寺域の範囲は現在の行政区画では陽

光園、安中 6丁目付近と推定されており、安中廃寺とも呼ばれている。

今回の調査は安中小学校の東北にあたり、共同住宅建築に伴い、約 230ピの事業計画地に対

して2.5× 2.5mの調査区を lヵ 所設定し、地表下 2.7mま での調査を実施した。

地表下0.72mか らの淡緑灰色粘砂層で土師器・須恵器片に混じって陶磁器の破片がみられ、

第74図 調査地周辺図 (1/13000)
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近世の遺物包含層と思われる。この層以下では

今回 3面の遣構面を検出したが、いずれも中世

以降のものである。

地表下約 1.3mの暗灰色粘砂 I(Feを含む)

では、土師器・瓦器片が出土し、また層上面そ

は北側への落ちが確認できた。流路の肩とみら

地表下1.9mの明灰色シ

ル ト～灰色細砂の互層では

出土遺物の大半が瓦器椀の

破片であり、上述 した 3つ

の層の遺物より、遺存状態

が良い。また砥石・布目瓦

片等も出土 している。この

層は東から西に落ち込んで

いるのが】ヒ壁断面で確認で

き、溝あるいは堀の一部と

考えられる。

5‖

第75図 調査区設定図 (1/400)   れる。

次層の暗灰色粘砂Iでは杭跡、焼土が検出できた。この層は涌水層であり、杭の遺存状態は

良好であった。杭の径は約 6 cm～ 8 cmである。遺物は土師器の小皿がおよそ10枚重ねられ、裏

返しになった状態で出上した。また、その近くで同様の珂ヽ皿が数枚出土している。杭がみられ

ることから溝あるいは畦畔があり、その祭祀に関連して埋めるか捨てるかしたものであろう。

地表下 1.6mの暗灰色粘土上面でも杭跡やピットを確認した。遺物ではこの層中に瓦器・ね

り鉢等は出土しているが、暗灰色粘砂 I・ Ⅱと比較すると土師器はあまりみられなくなる。ま

た、暗灰色粘砂 I。 こでは植物遺体が多く見られたが、この層ではそれほどでもなかった。

ゝ

、

ヽ
　
　
　
　
ｍ

Ｐ

０

Ｔ

十

⑥

⑦

③

③

⑩

①

②

③

④

⑤

表土

淡緑灰色粘砂

褐灰色粘砂

緑灰色粘質土

暗灰色粘砂 I(Fe)

暗灰色粘砂Ⅱ

暗灰色砂質粘土

淡茶褐色粘砂

明灰色シル ト～灰色細砂

暗灰色砂質シル ト

2.出土遺物

1・ 2は暗灰粘砂Ⅱで重

なった状態で出土したもの

である。径 8伽で調整は指

頭圧成形後内外国縁部にヨ

ヨナデを施 している。底部

第76図 東壁土層断面図 (1/40)
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は丸く隆起こしている。14世紀中葉から後半に比定できる。 4は暗灰色粘土層から出土したね

り鉢である。 3・ 5・ 6は明灰色シル ト～灰色細砂から出上したものである。 5は格子状に見

込みの暗文を施し、高台は断面三角形を呈する。その形態から12世紀後半に位置づけ得る。

3.ま とめ

今回の調査では寺院に関連した遺構を検出することはできなかった。しかし、多くの中世の

雑器すなわち土師器皿・瓦器椀・ねり鉢・砥石が出上した。そのなかで土師器河ヽ皿が重ねて埋

められていたのは、何らかの祭祀に基づいていることも考えられ興味深いものである。また図

化しなかったが砥石などはかなり使い込まれたもので、調査地近辺に鎌倉時代から室町時代に

かけての集落があったことが想像できよう。 (消 )

常

-6
第77図 出土遺物実測図

o                              20C服

(1/4)
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19.志紀遺跡 (91-319)の 調査

調査地   志紀町西 3丁目12番地

調査期間  平成 3年 10月 7・ 8日

1.調査概要

本調査は管理棟他建設に伴う遺構確認調査である。.まず、事業計画地の北側の給油所部分に

第 1調査区を、東側の管理棟南端部分に第 2調査区を、西側の検査場建設部分の東側で第 3調

査区をそれぞれ設定した。この結果、地表下2、 Om～ 2、3m(T P6、 4m～ 6、9m)で 古墳時

代中期の土器を含む白色斑淡暗灰色粘土層を確認した。この上層は水田面を構成する層となる

可能性がある。またこの層の下には灰色砂混粘土と粗砂層が堆積しており、これもまた水田相

当層となる可能性がある。第 2調査区では、 5m四方の調査区を設定し、段掘で地表下3、 Om

まで掘削したところ、地表下 1、3m前後の灰褐色粘砂層上面で青灰色粘土を埋土とする土坑、

ピット等を確認した。これらは中近世のものと思われる。また、地表下 1、8m～ 2、3m(TP

6、4m～ 6、9m)で第 1調査区で検出した淡暗灰色粘上層を確認した。またこの下の暗淡灰色

シルト混粘上が若千高まる部分があり畦畔となる可能性がある。第 3調査区でも同様に5m四

第78図 調査地周辺図 (1/13000)
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方を段掘で地表下3、Omま で掘削したところ、地表下1、Om～ 1、2mで中世の水田面になるか

と思われる暗灰褐色粘土層を確認した。この層には一部畦畔状の高まりが見られる。また地表

下2、4m～ 2、9mで第 1調査区、第 2調査区で確認した水田相当層と思われる暗灰色粘土層、

暗灰色シルト質粘土層を確認した。これらの層には一部小畦畔状に高まる部分が見られる。

出上した上器はいずれも小片である。第 1調査区の白色斑暗灰色粘土層から出土した土器は

須恵器杯身の破片、土師器の甕があり、土師器の甕は口縁端部が平たく肥厚するタイプ
のもの

である。第 2調査区の白色斑暗灰色粘上層からは、須恵器杯身、同高杯脚部の破片、土師器の

甕片、同高杯が出土している。これらは 5世紀後半から6世紀にかかる所産であろう。

2。 まとめ

当調査地では古墳時代後期以前の水田を構成する層を、広範囲にわたつて、しかも非常に良

好な状態で確認した。水田面は土層の観察から2面以上あるものとみられる。当調査地の西側

でも古墳時代から中世にいたる水田を確認しており、ここで確認した遺構は志紀遺跡における

水田域を示す資料として重要である。 (吉田)
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調査地

調査期間

20。 東郷遺跡 (91-330)の調査

本町 7丁目87-2,85-1,87-4,85-6,85-3の 一部

平成 3年10月 14日

1.調査概要

東郷遺跡は、近鉄八尾駅を中心として光町、東本町、荘内町、桜ヶ丘、】ヒ本町に拡がってい

る。昭和56年以後、駅周辺の開発に伴い当教育委員会やlMl八尾市文化財調査研究会による30次

以上におよぶ調査が行われ、また大阪府教育委員会によっても数次の調査が成されているもそ

の結果、当遺跡は弥生時代中期から錬倉時代にいたる複合遺跡であることが確認された。

今回の調査地の南120mで働八尾市文化財調査研究会による第30次調査が行われており、平

安時代末期から鎌倉時代の居住地が確認されている。 (註 1)

本調査は遊技場及び寮建設に伴い、遺構 。遺物の有無を確認する目的で 1.5m× 2.5mの調

査区を 1カ所設定し、現地表下より 2.7mまでの調査を実施した。

第31図 調査地周辺図 (1/1300)A
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地表下 0.9mま では廃棄物

を多量に含む盛土がなされて

いる。この盛土を排除すると

旧の耕作上が 0.4mの厚さで

みられるが、層中より近世の

陶磁器などが出土している。

地表下1.25m前後にみられ

る淡緑灰色粘砂とその下部層

の淡灰色粘砂では、瓦器椀、

土師器更、羽釜片などが出土

しており、中世の遺物包含層

とみられる。この 2層は併せ

て約0.3mの厚さで堆積して

いる。

以下、遺構・遣物はみられな

第82図 調査区設定図 (1/400)

かったが、地表下 2.Om前後の暗灰色粘土層中で径約 1.7mの樹木がみられた。しかし、実見

した限りでは加工痕を確認することはできなかった。この層では他に遺物は出土していない。

2.ま とめ

今回の調査では、狭い面積であった

が中世に比定できる遺物が出上した。

上述した30次調査の他に、本調査地の

】ヒ西約70mで行われた第34次調査にお

いても同時期の遺構・遺物を確認して

おり (註 2)、 調査地を含めて鎌倉時

代を中心とする集落が拡がっていると

考えられる。

参考文献

(清 )

(註 1)『八尾市文化lMl調査研究会年

報平成元年度』

(註 2)『平成 2年度lMl八尾市文化財

調査研究会事業報告』

① 表土
② 暗緑灰色砂質土
③ 暗灰色粘質土
④ 淡緑灰色粘砂
⑤ 淡灰色粘砂
⑥ 明灰色粘質土
⑦ 明灰色砂質土
⑧ 暗青灰色粘砂
③ 暗灰色粘土
⑩ 暗灰色シルト混粘土

第83図 基本層序模式図 (1/40)
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21.小阪合遺跡 (91-345)の 調査

調査地   若草町25-1、 25-4、 255、 27、 28

調査期間  平成 3年 10月 22日

1.調査概要

本調査は共同住宅建設に伴う遺構確認調査である。施工予定地の南側に第 1調査区を、西側

に第 2調査区を、それぞれ2、 5m四方で、北側に第 3調査区を 2m四方で設定した。第 1調査

区では、地表下2、9mま で重機と人力を併用し掘削を行なったところ、地表下1、2m～ 1、7m

で中世の土器を含む暗茶灰色粘砂層、褐色斑灰色粘砂層を確認した。これらの層の上面はそれ

ぞれ小穴等のきりこむ遺構面となる。これより下は灰色系の粘土層、シルト層が堆積し、地表

下2、9mで自色斑暗青灰色有機物混粘土層を確認した。この層は水田面となる可能性がある。

第 2調査区では地表下1、3m～ 1、6mで中世の上器を含む明淡灰色粘砂層、灰色粘砂層を確認

している。またこの下の灰白色粗砂層上に載るような状態で布留式上器の甕が一個体分がまと

まった状態で出土した。以下、地表下2、4mま で掘削を行ったが、自然流路の埋土と思われる

灰白色粗砂層の堆積がつづいていた。第 3調査区では地表下1、8mまで掘削を行なったところ、

第84図 調査区設定図 (1/13000)



第85図 調査区設定図 (1/400)

地表下1、 25m～ 1、6mで中世の土器を含む淡茶灰色粘土層、茶灰色粘土層、茶褐色斑灰色砂質

上を確認した。 2層目の茶灰色粘砂層上面では、全容は不明だが平瓦のおちこむ溝状遺構と小

穴を 1基確認した。

第 1調査区、第 2調査区の中世包含層及び遺構から出土した遺物は、瓦器椀、土師器、須恵

器などである。第 2調査区の灰白色粗砂層上の布留式土器の甕は磨滅が者しくばらばらに壊れ

た状態であるが、体部を中心にほぼ 1個分の破片がある。日縁部はやや内湾し端部は小さく肥

厚する。器壁は薄い。布留式上器の中段階頃のものであろう。第 3調査区の溝状遺構からは平

瓦が出上した。凸面に全くタタキを残さないものである。中世の新しい段階のものと思われる。

2。 まとめ

当調査地では中世の包含層を非常に良好な状態で確認した。また、第 2調査区の調査結果か

ら、このすぐ下で古墳時代の遺構等が確認される可能性も高い。周辺では弥生時代～中世にい

たる遺構等が広範囲にわたって確認されており、当調査で確認された包含層他はこれらと密接

な関連をもったものとして重要である。

―- 83 -―
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22.太田遺跡 (91-185)の 調査

調査地   大田9丁目40他 6筆

調査期間  平成 3年 10月 24、 25日、28日

1.調査概要

本調査は調整池他築造に伴う遺構確認調査である。事業計画地内
の包含層・遺構の遺存状態

を把握することを目的として、事業計画地全体に2m四方程度の調査区を10ケ所を設定した。

この結果、事業計画地全体で旧耕作土および床上の直下で中世の遺構および包含層
の存在する

ことを確認した。全体に厚いところで 2m近い盛上が堆積する部分もあるが、包含層の標高は

およそ 14、 2m～ 15、 4mである。この包含層は調査区南西の第 7調査区では最も高く、調査区東

端の第 6調査区では最も低い。この包含層は黄褐色粘砂層、淡灰色粘砂層が中心
で灰紫色粘土

層になっているところもある。層厚は0、 2m～ 0、4mである。また、第 7調査区では地表下2、

5m以下で水田構成層になるかと思われる土層を確認している。以下、特に遺構が顕著にみら

れた第 1調査区、第 7調査区の状況について簡述する。

第86図 調査地周辺図 (1/13000)
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第90図 第 1調査区平面図 (1/40)

第 1調査区では地表下 1、7m前後、T P14、 7m前後の淡灰色粘砂層上面で土坑状遺構 1基、

溝 2基、ピット2基を確認した。土坑状遺構は長さ1、7m以上、最大幅0、 75m、 最大の深さ

0、2mを測り灰色粘砂層を埋土する。溝状遺構となる可能性もある。この遺構の北方、埋上の

上方で梵字曼陀羅文軒丸瓦 (6)が瓦当面を上にした状態で出土した。ここからはこの他に平

瓦、土師器、瓦器などが出土している。特に平瓦は軒丸瓦の周辺から多く出土した。SP01

は径0、 3m、 深さ0、 15mを測るピットで埋土は灰色粘砂層である。瓦器、土師器の破片が出土

した。SD01は 最大幅0、 2m、 最大の深さ0、 04mを測る。SD02は 最大幅0、 15m、 最大の

深さ0、 04mを測り、灰色粘砂層を埋土とする。

次に出土遺物について述べる。遺構面の上に堆積する黄褐色粘砂層からは瓦器、土師器が出

土している。 1は同層から出上した瓦器の皿、 2は土師器の皿である。 3、 4は SP01か ら

出土した土師器の皿、 5は瓦器の椀である。これらは13世紀頃の所産である。SP02、 SD

―- 88 -―
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01、 SD02か らも同時期の遺物が出上している。土坑状遺構から出土した軒丸瓦は胎蔵界

曼陀羅の中心部分である中台八葉院という部分を瓦当文様としたものであり、中台八葉院内に

描かれる仏を梵字で象徴した梵字曼陀羅文軒丸瓦である。瓦当面の径は14、 7伽を測る。瓦当文

様は上下逆になっている。文様は断面三角形状の線で表現され、中台部分には大日如来を表す

亀|〈アーンク)が蓮を示す文様の上に記される。周囲の八葉は上から時計周りに宝煙如来を表

す>体ア)、 普賢菩薩を表す込 (ア ン)、 開敷華王如来を表す夢〔(アー)、 文殊菩薩を表す

メ ア)、 無量寿如来を表す定家
アン)、 観世音菩薩を表す盪生(ボ)、 天鼓雷音如来菩薩を表す

契 L(ア ク)、 弥勒菩薩を表すフК
ユ)を記す。瓦当部の丸瓦部への取り付けはほぼ直角で、内

面には断面三角形状の粘土をやや厚めに補強する。色調は暗灰色で焼成は瓦質であるが、硬質

である。胎土は粗い。伴出した土器や周囲の遺物のありかたから、12世紀後半、鎌倉時代の初

め頃の所産と思われる。平安時代の末までさかのぼる可能性もあるが、判然としない。この軒

丸瓦の類例は当麻寺曼陀羅堂から出上している。近くでは堺市の塩穴寺の採集資料に類例があ
(註 2)

る。第 7調査区では地表下2、4m以下でで水田構成層と思われる暗灰色粘土層を確認した。特

に下層のそれは畦畔状に若干たかまる部分がある。

2.ま とめ

本調査地では中世の包含層を非常に良好な状態で、しかも広範囲にわたって確認した。周辺
(言上3)

の調査では津堂 2丁目で藤井寺市によって西水川の改修に伴う発掘調査がおこなわれている。

幅 1、Om～ 1、8mの直角に曲がる溝が検出されており、近くから12世紀～13世紀にいたる土器

が出上しており、中世館の区画溝と考えられている。今回の調査で出土した梵字曼陀羅文軒丸

瓦のあり方を考えても、平安時代から鎌倉時代にかけて館跡もしくは寺院の存在した可能性が

高い。

註 1 梵字曼陀羅文軒丸瓦の観察、類例の調査にあたっては、財団法人京都市埋蔵文化財研究

所の吉村正親氏、羽曳野市教育委員会の河内一浩氏、大和郡山市教育委員会の浜口芳郎

氏に御教示をいただいた。記して謝意を表したい。

註 2 近藤康司  「和泉国大鳥郡塩穴郷 塩穴寺」 『摂河泉会報第16号』1991年

註 3 藤井寺市教育委員会  『藤井寺市文化財保護事業年報昭和60、 61、 62年度』1990年
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23.成法寺遺跡 (91-392)の調査

調査地    光南町 1丁目2-23

調査期間   平成 3年 10月 25日

1.調査概要

成法寺遺跡は光南町、清水町、南本町、明美町一帯に拡がっていおり、旧大和川の主流であ

る長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地に立地している。

遺跡発見の契機は、当教育委員会が昭和56年に光南町 1丁目において実施した調査によって

弥生時代後期の上器溜、古墳時代前期の方形周溝墓 4基、後期の堀立柱建物 5棟を検出したこ

とによる。 (註 1)その後、当教育委員会、lMl八尾市文化財調査研究会、大阪府教育委員会に

よって調査が行われ当遺跡は弥生時代中期～近世にいたる複合遺跡であることが判明している。

本調査はガソリンスタンドの改築工事に伴うもので、ガソリンタンク埋設位置に lm× 2m

の調査区を設定し、遺構・遺物の有無を確認するため地表下 2.5mま で掘削を行った。

約 0.2mの表土を取り去ると、旧の耕作土がみられ以前の建物による攪乱は受けていなかっ

第92図 調査地周辺図 (1/1300)
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第93図 調査区設定図 (1/400) 第94図 基本層序模式図 (1/40)

た。基本層序は、①表土,②旧耕作土,③淡緑灰色礫混粘砂,④淡緑灰色礫混粘質土,⑤緑灰

色粘砂 (Feを含む),⑥緑灰色礫混粘質土,⑦淡灰緑色粘質土,③暗緑灰色粘質土,⑨黒灰

色粘土,⑩黒灰色シルト混粘土である。

遺物包含層は本調査では2層確認できた。第 1の層は地表下約1.20mの緑灰色礫混粘質上で

ある。この層では土師器の小皿片が出土している。第2の層は地表下1.75mに 存する黒灰色粘

土とその下部層の黒灰色シルト混粘土である。特に黒灰色粘土層は約0.5mの厚さで堆積して

おり、最も密に遺物を包蔵している。遺物は弥生時代終末期の甕、高杯、古墳時代の上師器甕

及び須恵器の高杯、杯身などである。また、黒灰色粘土層上面では幅約0.27m、 深さ約0.24m

暗緑灰色粘土質土を埋土とするピット1基を検出している。

2.出土遺物

弥生時代終末期から古墳時代中期にかけての遺物が出上しているが、 5世紀から6世紀に比

定してうる遺物が最も多く出土している。 1は高杯の脚柱部で、外面に縦方向のヘラミガキを

施している。2は須恵器の無蓋高杯と思われ、脚部は外下方にゆるやかに開いたのち内湾して

いるを中村氏編年の工形式 4段階から6段階に比定でき得る。 (註 2)

3.ま とめ

本調査は狭い面積ではあったが 2層の遺物包含層を確認できた。特に黒灰色粘土層と黒灰色

シル ト混粘土層では弥生時代終末期から古墳時代中期にかけての非常に良好な包含層である。
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今面の調査は当違跡で行われた最も西側での鱒 ひとつと―思わ瓶 .これまでの調査と併せて

成法寺遺跡は東西約1輸にも及群色含層が拡がちていることが確認できたo (韓争)

参考文献

儀 11)八尾市教育委員会 F成法寺遺跡―八庭市光蒲と丁巨29番地の調査
―――』1988

(註 2)大阪府貌議 員会『臨剤 ―』 大阪府文1呻  第304H 1978

_).く F

第95図 出土遺物実測図 (1/4)
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24.中田遺跡 (91-409)の 調査

調査地   中田 1丁目3番地

調査期間  平成 3年■月15日

1.調査概要

本調査は共同住宅建設に伴う遺構確認調査である。施工予定地の南東よりに3m四方の調査

区を設定した。重機と人力を併用して地表下3、 Omま で掘削したところ、耕土直下の地表下

1、2m～ 1、3mで近世陶磁を含む灰色粘砂層を確認した。地表下1、4mの赤褐色粘土層上面で

深さ0、 5mを測る溝ないしは土坑となる遺構を確認した。埋土は上から順に灰茶色粘砂層、褐

色粘砂層、灰色粘土層、灰白色粘砂層で、12世紀頃の瓦器、土師器等が含まれていた。この下

は地表下1、 9mま で灰色粘上、灰白色シル ト層等がつづき、さらにこの下は地表下3、 Omまで

掘削したが、灰白色粗砂層がつづいていた。

1は上坑状遺構から出土した瓦器椀である。体部から口縁にかけてはやや開きぎみである。

体部外面上半は横方向の暗文を施す。体部外面下半はユビオサエを行なう。体部内面上半は横

処 八
h・ 尾
喘 木
北=
三値

第96図 調査地周辺図 (1/13000)
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1第97図 調査区設定図 (1/800)

第93図 基本膚序模式図 (1/40)
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と説 灰白色粗砂

中世土坑埋上

一

・

―

・

Ｉ

Ｌ

―… 95 中―



第99図 出土遺物実測図(1/4)

方向の暗文を、下半は斜格子状の暗文を施す。高台は台形

でやや外方に張る。12世紀末～13世紀にかけての所産であ

ろう。この他にも土坑内からは土師器、瓦器の珂ヽ片が出土

している。

2。 まとめ

本調査地では中世の遺構面を良好な状態で確認するこ

とができた。本調査地の周辺では弥生時代～中世にかけて

の遺構、遺物が豊富に確認されている。本調査では中世以

前の包含層は確認することができなかった。下層確認の結

果から自然河川の流路となっていたものと思われる。

(吉田)
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25.恩智遺跡 (91-335)の 調査

調査地   恩智北町 2丁目169、 170、 172、 173の一部

調査期間  平成 3年 11月 29日

1.調査概要

本調査は共同住宅建設に伴う遺構確認調査である。施工予定地の西と東に2、5m四方の調査

区をそれぞれ設定した。西調査区では重機と人力を併用して地表下約 1、 9mま で掘削したとこ

ろ、地表下 1、 Om～ 1、 6m(T P12、 3～ 12、 9m)で弥生時代の土器と石器を密に含む土層を確

認した。この包含層は4層にわかれ、上から順に、嗜灰色粘質土層、淡暗灰色粘質土層、暗灰

色炭混粘質土層、暗灰色小礫混粘質土層となる。特に上の 3層が密な包含層である。暗灰色炭

混粘質土層の上面では石器の剰片が散在するような状態であり、この面が生活面となる可能性

がある。この下の淡青灰色砂層、灰青色砂混粘質土層は遺物の量が少なかった。東調査区は現

況の地表面が西調査地より0、6m低い状況であった。ここでは地表下 1、6mま で掘削を行なっ

たところ、地表下0、 4皿～1、 3m(T P12.0～ 12.8m)で弥生土器と石器を含む土層を確認し

た。この包含層は 5層に分かれ、上からI願に茶灰色粘砂層、灰色粘質土層、灰色粘砂層(灰色

f写■

第100図 調査地周辺図 (1/1
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第101図  調査区設定図 (1/600)
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第102図  基本層序模式図 (1/40)
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粘上層、褐色斑灰色粘砂層となる。出土遺物は弥生土器が中心だが、 1層目の茶灰色粘砂層に

布留式土器が若千含まれていた。このことから1層目は古墳時代を下限とする土器を包含する

土層と捉えられる。第 2層目の灰色粘質土上面で最大径0、7m前後、深さ0、 lm前後を測る土

坑を検出した。弥生土器の底部が正位で遺存していた。 5層 目の褐色斑灰色粘砂層では土器小

片を確認したのみであり、この下の褐色斑灰色砂質上では遺物は確認できなかった。

1～ 4は第 1調査区の暗灰色粘質土層、淡暗灰色粘質土層から出上した石器剰片、及び未製

品である。 2は石鏃の、 3はスクレイパーの未製品かと思われる。 5は第 2調査区の灰色粘土

層から出土した石包丁の未製品かとも思われるものである。図版25左は第 2調査区の灰色粘砂

層から出土した弥生土器の底部で、輪台状の高台をもつ。図版25右は、第 2調査区土坑内より

出土 したの弥生土器の壷の底部で、外面に黒斑がある。

2.ま とめ

当調査地周辺では東側の天王の社付近を中心に縄文時代～弥生時代の遺物がかなり高い密度

で確認されている。本調査はそれと一連のものと思われる遺構・包含層を確認できた点で重要

である。 (吉田)
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